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市役所臨時開庁等のお知らせ
3月末から4月はじめには多くの人が住所移転

を行い、市民課等の窓口が大変混雑します｡
この混雑を緩和するため、次のとおり住所移

転に伴う関連課の窓口業務の時間延長と日曜日
の臨時開庁を昨年に引き続き実施します。

【期間】３月26日貉～４月４日貊の平日
※土・日曜日を除く｡

【時間】午後7時まで

【とき】３月30日豸、４月６日豸
【時間】午前9時～午後1時

時間延長・臨時開庁時は、北棟の北出入口と中央棟　
の東出入口のみとなりますので、ご注意ください｡

臨時開庁に関する問合せ…政策監室（行財政改革
担当） 蜷各種手続きに関する問合せ…各担当課

窓口の時間延長

日曜日の臨時開庁

市庁舎の出入口

問合せ

主な取扱事務・担当課
他の市町村・関係機関等へ照会が必要な事務や住民基本

台帳ネットワークに関連する事務は取り扱いできません。
※くわしくは、事前に担当課に問合せてください｡

●戸籍届出、住民異動届出、印鑑登録、戸籍謄抄
本・住民票（写）・印鑑証明の交付…市民課、
西部出張所（蕁０７４２－４４－１００１）、
東部出張所（蕁０７４２－９３－０００１）、
北部出張所（蕁０７４２－７１－１０１７）、
月ヶ瀬行政センター（蕁０７４３－９２－０１３１）、
都祁行政センター（蕁０７４３－８２－０２０１）
●外国人登録の手続…市民課
●税金の手続…市民税課、資産税課、納税課　　
●国民健康保険料と給付・国民年金の手続…国保年金課
●身体障害者手帳・療育手帳の手続…障がい福祉課
●児童・児童扶養・特別児童扶養手当の手続…子育て課
●保育所入所の手続…保育課
●福祉医療・老人保健・後期高齢者医療の手続…福祉医療課
●介護保険の手続…介護総務課、介護福祉課
●老春手帳の手続…長寿福祉課
●転校・入学の手続…学務課

転入・転出などで、水道の使用を始める時や中止
する時、使用者、所有者が変わる時、長期間使用を
中止する時などは、必ず3～4日前にご連
絡ください。なお、インターネットでの
申込は、7営業日前までに行ってください。
【お願い】
①連絡時、使用者番号か水栓番号をお知らせください。
②使用を中止する時は、料金を精算してください。
③受水槽を設置したマンションなどに住んでいる人

は、管理人（管理会社）にご連絡ください。
④月ヶ瀬・都祁地区に住んでいる人は、行政センタ
ーにご連絡ください。

【連絡先】
水道局料金お客様課　蕁０７４２－３４－５２００㈹
水道局西部営業所　　蕁０７４２－４５－４４７１
月ヶ瀬行政センター　蕁０７４３－９２－０１３１
都祁行政センター　　蕁０７４３－８２－０２０１
ＵＲＬ：http://www.h2o.nara.nara.jp

火災は、尊い命や財産を一瞬にして奪ってしまう
ほど恐ろしいものです。「これぐらい大丈夫」といっ
た油断や、ちょっとした不注意から火災を発生させ
ないよう、一人ひとりが火災予防に心掛けましょう。
＜住宅防火　いのちを守る　7つのポイント＞
■ 3つの習慣
●寝タバコは、絶対やめましょう。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用しましょう。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
消しましょう。

■ 4つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
しましょう。
●寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使いましょう。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
を設置しましょう。
●お年寄りや体の不自由な人
を守るために、隣近所の協
力体制をつくりましょう。

【問合せ】消防局予防課（蕁０７４２－３５－１１９２）

※水道局は、時間外・休日も年中無休で水道使用開
始・中止の手続きを電話で受け付けています。
水道局料金お客様課（蕁０７４２－３４－５２００豎）

引っ越しの時は、水道局・行政センターへ連絡を

3月1日～7日　春季全国火災予防運動
「火は見てる　あなたが離れる　その時を」（全国統一防火標語）

3
月
30
日
と
4
月
6
日
の
日
曜
日
の
臨
時
開
庁
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
す
。
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◆75歳以上の人は、4月から後期高齢者医療制度に移行
４月時点で74歳以下の国民健康保険被保険者は、

75歳の誕生日当日から自動的に「後期高齢者医療制
度」に加入することになります。
◆65歳以上の退職者は、退職者医療制度から除外
既に退職者被保険者証を持っている65歳以上の本

人と被扶養者は、４月から「退職者医療制度」を外
れ一般被保険者となります。
◆40歳以上75歳未満の国民健康保険加入者に、
特定健診・特定保健指導が始まります
来年度から、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症

候群）対策を取り入れた新たな「特定健診・特定保健指
導」が法律によって各保険者に義務づけられました。
「特定健診」では、メタボリックシンドロームの

該当者や予備群を減少させるため対象者を把握し、
「特定保健指導」で予防・改善に向けた生活改善を指
導します。
※これにより、国保人間ドック・歯科ドックの制度
は終了します。

◆70～74歳の人の医療機関での窓口負担
自己負担割合・限度額は、４月から一部引き上げ

になる予定でしたが、国費で負担することにより来
年３月まで据え置くことになりました。
※既に3割負担の人、後期高齢者医療の対象となる一
定の障害認定を受けた人は除きます。
◆新しくカードになる保険証は3月下旬までに、世帯
主あてに配達記録郵便でお届けします
●世帯員全員分（75歳以上を除く）を送ります。
●不在等で３月31日までに受け取れなかった場合は、
国保年金課までご連絡ください。
●被保険者証を受け取ったら、すぐに内容をご確認
ください。

【問合せ】国保年金課

4月から始まる後期高齢者医療制度の保険証を発送
します。
●保険証…カード型の保険証を一人に１枚交付しま
す。４月以降に病院等で受診する場合はこの保険
証を提示してください。

●保険証の発送…３月下旬に配達記録で発送します。
不在等で受け取れなかった場合は、本人確認でき
る書類・印鑑を持って、福祉医療課へ。
●保険料の納付方法…４月の年
金から天引きします。天引き
できない人は、７月に送付す
る納付書で納めてください。
なお、社会保険・共済組合・
健康保険組合の被扶養者は、
10月から徴収します。
●高額医療費の口座登録…老人保健医療で登録され
ている口座を引き続き使用します。（申請不要）

【問合せ】福祉医療課

新たな財源確保の取り組みとして、市の発行する
各種印刷物等への有料広告掲載を実施しています。
この取り組みの一つとして、来年度の各種発送用

封筒に掲載する広告の「広告主」を募集します。
※掲載基準は市広告掲載基準などを適用。
募集要項は各課で配布。ホームページにも掲載。
◆介護保険料決定通知書発送用封筒
【発送部数】約85,000通
【募集枠】裏面１枠（縦60㎜×横120㎜）
【募集期間】３月10日豺～28日貊
【問合せ】介護総務課

◆児童手当現況届等通知文発送用封筒
【発送部数】約70,000通
【募集枠】表面１枠（縦60㎜×横90㎜）
【募集期間】３月10日豺～31日豺
【問合せ】子育て課
◆国民健康保険料通知書発送用封筒
【発送部数】約241,000通
【募集枠】裏面１枠（縦70㎜×横90㎜）
【募集期間】３月３日豺～21日貊
【問合せ】国保年金課

国民健康保険制度の改正による重要なお知らせ

75歳（一定の障がいのある人は65歳）以上の
後期高齢者医療制度で医療を受ける人へ

発送用封筒の広告募集
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奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

飛鳥小学校
奥田康平さん

毎月11日は
「人権を確かめあう日」

障がい者が、その適性と能力に応じて職業につ
き、働く喜びや生きがいを見いだす環境を作って
いくことが、雇用者の社会的責任だといわれてい
ます。
障がい者が働きやすい職場であることは、すべ

ての人にとっても働きやすい環境に繋がります。
「支えあいともに生きる、安心と健康のまちづ

くり」を推進していくためにも、障がい者の雇用
を進めていく必要があるのではないでしょうか。

近年、障がい者に対する社会全体の理解が高まり、様々な職場で活
躍できるよう「障害者の雇用の促進等に関する法律」（障害者雇用促
進法）が整備され、事業主・国・地方公共団体の責務を定め、雇用促
進のための施策が講じられています。
しかし、多くの障がい者が就職を希望しているにもかかわらず、能

力や適性に対する雇用者の理解や職場環境の整備が不十分なところが
あり、多くの人が雇用されるまでには至っていません。

■ 障がい者雇用の実情 （平成19年６月１日現在）

障がい者をはじめ誰もが持てる力を発揮して、住み慣れた地域で自
立し、安心して暮らせる社会をつくるためには、住民・地域団体・Ｎ
ＰＯ・企業・行政など地域社会を構成する全ての人たちが主役とな
り、協働して取り組まなければなりません。

障がい者の雇用

誰もが住みやすい環境を！

共生社会の実現のために

①全ての人が社会の構成員として迎えられ、支え合いながら生
きるという意識を持ちましょう。
②地域・企業・行政が連携し、知識と力を出し合って協働の取
り組みを進めましょう。
③自宅・職場・街の中など、日常生活の場で誰もが安心して快
適に移動・活動できる生活空間の整備に努めましょう。
④情報通信技術（インターネット・携帯電話など）の活用や筆
記・手話、音声など、さまざまな情報伝達手段を組み合わせ、
容易に情報が入手できる環境をめざしましょう。

私たちも、できる事から始めてみませんか。

区　　　分 雇用率の基準 雇用率の現状 雇用者数

民間（56人以上の企業） 1.8％以上 1.55％ 302,716人・

国の関係機関 2.1％以上 2.17％ 6,542人・

奈良市役所 2.1％以上 2.25％ 55人・
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老
春
手
帳
優
遇
事
業
の
入
浴
券
・
映
画
館
入
場
券
の
変
更

70
歳
以
上
の
人
が
使
用
で
き
る
入
浴
券

と
映
画
館
入
場
券
の
制
度
は
、
優
遇
制
度

検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
現
在
内
容

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
制
度
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
長
寿
福
祉
課

障
が
い
者
・
児
バ
ス
優
待
乗
車
証
の
更
新

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
で
希
望
者
に
、
奈
良
交
通
バ
ス
市
内
全

線
（
観
光
路
線
を
除
く
）
の
優
待
乗
車
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
乗
車
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
引
換
日
時
や
場
所
を

記
載
し
た
優
待
乗
車
証
引
換
票（
は
が
き
）

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
持
参
の
う
え
引
換

え
て
く
だ
さ
い
。

記
載
の
日
時
に
来
ら
れ
な
い
場
合
や
新

た
に
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持
っ
て
障
が
い
福

祉
課
へ
。
精
神
障
が
い
者
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
保
健
所
保
健
予

防
課
（
蕁
0742
―
23
―
６
１
７
３
）
へ
。
い

ず
れ
も
３
月
27
日
以
降
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
各
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

重
度
心
身
障
が
い
者
・
児
に
、
４
月
か

ら
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
で
下
肢
、
体
幹
、
内
部
（
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
な
ど
）、
視
覚
の
障
が
い
程

度
が
各
１
・
２
級
の
人
。
療
育
手
帳
Ａ
を

持
っ
て
い
る
人
　
▼
申
込
…
身
体
障
害
者

手
帳
か
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
３

月
24
日
以
降
に
障
が
い
福
祉
課
へ
。

農
業
振
興
地
域
農
用
地
指
定
除
外
の
手
続
は
４
月
中
に

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
、
や
む

を
得
ず
農
家
住
宅
を
建
て
た
り
植
林
を
し

た
り
す
る
計
画
の
あ
る
人
は
、
４
月
１
日

〜
30
日
に
農
用
地
区
域
除
外
申
出
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
除
外
申
出
書
は
農

林
課
に
あ
り
ま
す
。

受
付
…
農
林
課
、
行
政
セ
ン
タ
ー
　
▼

問
合
せ
…
農
林
課

読
み
終
え
た
本
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す

市
立
図
書
館
で
は
予
約
が
多
い
本
の
寄

贈
を
募
っ
て
い
ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
け
る

場
合
は
各
図
書
館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

予
約
の
多
い
本
は
、
電
話
で
図
書
館
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://library.city.nara.nara.jp

）
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
寄
贈
後
の
返
却
・
問
合
せ
に
は
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
中
央
図
書
館
（
蕁
0742
―
26
―

６
１
０
１
）、
西
部
図
書
館
（
蕁
0742
―
45

―
５
６
６
９
）、
北
部
図
書
館
（
蕁
0742
―

72
―
２
２
９
１
）

児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
停
止
措
置

４
月
か
ら
次
の
人
に
手
当
の
減
額
措
置

を
実
施
し
ま
す
（
減
額
率
２
分
の
１
。
８

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
を
除
く
）。

【
対
象
】
受
給
開
始
か
ら
５
年
を
経
過
し

た
場
合
等
で
、
就
業
が
困
難
な
事
情
（
受

給
者
や
そ
の
子
ど
も
等
の
障
が
い
・
疾
病

等
）
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
意

欲
が
み
ら
れ
な
い
人
。

※
減
額
措
置
解
除
に
は
、
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
人
に
は
文
書
で

連
絡
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
子
育
て
課

奈良しみんだより
平成20年（2008年）3月

市民のうごき（２月１日現在）
総人口 370,509人
（男175,672人・女194,837人）
世　帯　150,500世帯

市ホームページ http://www.city.nara.nara.jp

読
み
終
え
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の

寄
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を
お
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い
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ま
す

児
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一
部
支
給
停
止
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置

農
業
振
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用
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続
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4
月
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春
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遇
事
業
の
入
浴
券
・

映
画
館
入
場
券
の
お
知
ら
せ
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市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
の
傍
聴

と
き
…
３
月
26
日
貉
午
後
３
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ
…
市
役
所
北
棟
５
階
第
21
会
議

室
　
▼
内
容
…
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
進
捗
状
況
の
報
告
　
▼
定
員
…
10

人
　
▼
申
込
…
電
話
で
前
日
ま
で
に
子
育

て
課
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

県
交
通
遺
児
等
援
護
会
か
ら
激
励
金
を
支
給

交
通
災
害
か
自
然
災
害
で
父
や
母
を
亡

く
し
た
18
歳
未
満
の
児
童
の
保
護
者
に
、

激
励
金
（
児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
（
事
実
発
生
後
１
年
以
内
に

申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

【
問
合
せ
】
子
育
て
課

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　
会
員
説
明
会
・
講
習
会

依
頼
会
員
…
１
歳
〜
小
学
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
人

援
助
会
員
…
育
児
の
経
験
が
あ
る
20
歳

以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
宅
で
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

両
方
会
員
…
依
頼
会
員
と
援
助
会
員
を

兼
ね
た
い
人

◆
説
明
会

と
き
・
と
こ
ろ
…
①
３
月
13
日
貅
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
・
西
部
公
民
館
（
学
園

南
三
丁
目
）
②
３
月
14
日
貊
午
前
10
時
〜

正
午
・
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

な
ら
」（
三
条
本
町
）。
い
ず
れ
か
１
日

▼
対
象
…
依
頼
・
援
助
・
両
方
会
員

◆
講
習
会

と
き
…
３
月
14
日
貊
午
後
１
時
半
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
あ
す
な
ら
」

▼
対
象
…
援
助
・
両

方
会
員
　
▼
内
容
…
子
ど
も
の
生
活
と
遊

び
、
健
康
管
理

【
そ
の
他
】
会
員
登
録
に
は
、
顔
写
真

（
縦
３
㎝
×
横
2.5
㎝
）
２
枚
と
印
鑑
が
必
要

【
申
込
】
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0742
―
34
―
３

３
０
５
）
へ
。
託
児
（
就
学
前
）
希
望
は

１
週
間
前
ま
で
。

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

鶴
舞
西
町
の
一
部
に
お
い
て
高
度
地
区

の
変
更
案
と
地
区
計
画
の
決
定
案
を
作
成

し
た
の
で
、次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

1234567890

【
縦
覧
期
間
】
３
月
５
日
貉
〜
19
日
貉
の

執
務
時
間
内
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画
課

な
お
、
今
回
の
都
市
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
意
見

の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
記
載

し
、
住
所
、
氏
名
を
併
記
し
た
文
書
１
通

を
市
長
あ
て
（
都
市
計
画
課
）
に
３
月
19

日
必
着
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

児
童
手
当
（
0
歳
〜
小
学
校
修
了
前
の
児
童
が
対
象
・
所
得
制
限
あ
り
）
の
申
請
は
お
早
め
に
。
く
わ
し
く
は
、
子
育
て
課
へ
。

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
の
傍
聴

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

◆土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
固定資産税の納税者が所有する土地や家屋の価格と、

市内のほかの土地や家屋の価格を比較し、適正に評価
されているかどうかを確認することができます。
期間中のみ土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧

帳簿を縦覧できます。
〈土地価格等縦覧帳簿〉
市内の土地の表示や価格を記載した帳簿

〈家屋価格等縦覧帳簿〉
市内の家屋の表示や価格を記載した帳簿

【持物】印鑑（認め印）
【縦覧期間】４月１日貂～30日貉午前９時～午後５時

※土・日・祝日を除く
【縦覧場所】資産税課
【縦覧できる人】市内に所在する土地、家屋に係る固
定資産税の納税者本人と同居の親族、代理人（委任状
か同意書が必要）
＊土地を所有する人は土地のみ、家屋を所有する人
は家屋のみ縦覧できます。
◆固定資産課税台帳の閲覧
固定資産税の納税者が所有する土地や家屋の価格

や税額などが記載された課税台帳は、いつでも見る
ことができます。
【持物】印鑑（認め印）
【手数料】１回300円（縦覧期間中は無料）
【閲覧場所】資産税課、行政センター
【閲覧できる人】所有者本人と同居の親族、代理人
（委任状か同意書が必要）、借地人・借家人（有料で土
地、家屋を借りている人）、破産管財人等（資格を証明
する書面が必要）
＊借地人はその土地、借家人はその家屋と敷地である
土地の閲覧ができます（権利関係を示す書類が必要。
閲覧は、使用か収益の対象となる部分に限る）。

土地・家屋等の縦覧制度

※固定資産の価格（評価額）について、固定資産課税台帳
に価格等を登録した旨を公示した日から、納税通知書の交
付を受けた日後60日までの間に、固定資産評価審査委員会
へ審査の申し出をすることができます。

【問合せ】資産税課

【
お
詫
び
と
訂
正
】

２
月
号
４
ペ
ー
ジ
の
奈
良
市
制
110
周

年
の
記
事
で
、「
平
成
11
年
１
月
31
日
、

古
都
奈
良
の
文
化
財
８
資
産
が
世
界
遺

産
に
登
録
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ

の
日
は
世
界
遺
産
登
録
記
念
式
典
を
開

催
し
た
日
で
、
登
録
の
決
定
日
は
平
成

10
年
12
月
２
日
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

県
交
通
遺
児
等
援
護
会

か
ら
激
励
金
を
支
給

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
説
明
会
・
講
習
会



ご
み
焼
却
施
設
移
転
建
設
計
画
策
定
委
員
会
の
傍
聴

と
き
…
３
月
31
日
豺
午
後
６
時
　
▼
と

こ
ろ
…
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
佐
保
台
西

町
）

▼
内
容
…
移

転
候
補
地
の
選
定
な

ど
　
▼
定
員
…
50

人
。
在
勤
・
在
学
、

市
内
に
事
業
所
か
事

務
所
が
あ
る
個
人
・

法
人
・
そ
の
他
の
団

体
も
可
　
▼
申
込
…
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
26
日
必

着
で
施
設
課
（
〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
二
）

へ
。
電
話
（
蕁
0742
―
71
―
３
２
２
０
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
薨
0742
―
71
―
３
３
９
２
）
も
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

行
政
評
価
（
施
策
評
価
）
の
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

平
成
18
年
度
中
に
市
が
行
っ
た
活
動

（
総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
）
の
評
価
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
と
は
、
行
政
活
動
を
一
定
の

目
的
・
基
準
・
視
点
で
評
価
す
る
こ
と
で

問
題
点
を
把
握
し
、
具
体
的
な
改
善
策
を

考
え
、
行
政
の
効
率
化
・
活
性
化
を
図
る

も
の
で
す
。

【
閲
覧
場
所
】
情
報
公
開
課
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

保
育
士
を
募
集

４
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
臨
時
・
パ

ー
ト
タ
イ
ム
の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
…
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
　
▼
登

録
申
込
…
希
望
者
は
履
歴
書
と
保
育
士
証

の
写
し
を
３
月
19
日
ま
で
に
保
育
課
へ
。

臨
時
職
員
の
募
集

バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム
の
指
導
員

資
格
…
保
育
士
資
格
か
教
員
免
許
を
持

つ
人
　
▼
採
用
・
申
込
…
必
要
に
応
じ
て

登
録
者
の
中
か
ら
随
時
選
考
。
登
録
を
希

望
す
る
人
は
、
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し

を
放
課
後
児
童
施
策
課
へ
。

「
学
校
規
模
適
正
化
実
施
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
！

市
学
校
規
模
適
性
化
検
討
委
員
会
か
ら

の
提
言
を
受
け
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

中
で
効
果
的
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
図
る
た
め
の

「
実
施
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
・
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
３
月
３
日
豺
か
ら
教
育
企
画

課
、
情
報
公
開
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
企
画
課

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

経
営
相
談

と
き
…
３
月
12
日
貉
午
後
１
時
〜
４
時

▼
内
容
…
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経

営
・
経
理
、
開
業
・
転
業
、
法
人
成
り
の

手
続
き
、
融
資
、
事
務
の
電
算
機
処
理
・

Ｐ
Ｏ
Ｓ
導
入
、
人
材
育
成
、
安
全
管
理
な

ど
。
秘
密
厳
守
。

東
・
西
老
春
の
家
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集

と
き
…
５
月
〜

来
年
３
月
の
毎
月

１
回
。
東
老
春
の

家
は
第
３
金
曜

日
、
西
老
春
の
家

は
第
２
金
曜
日
。

い
ず
れ
も
①
10
時

〜
正
午
②
１
時
半

〜
３
時
半
　
▼
対
象
…
60
歳
以
上
の
人

▼
費
用
…
年
間
千
円
　
▼
申
込
…
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
①
②
の
別
を
書

奈良しみんだより
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内容は、３月３日豺～28日貊まで保健所保健総務
課、情報公開課、出張所、行政センター、ホームペ
ージで閲覧できます。
応募内容は、住所、氏名を除き公開する場合があ

ります。なお、意見への個別対応はできません。
【応募方法】住所、氏名、年齢、性別、意見を書いて
３月28日までに保健所保健総務課（〒630-8325西木辻
町200－46）へ。送付、ＦＡＸ、Ｅメールも可。ホー
ムページの「意見・委員募集」からも応募できます。
電話は不可。
【問合せ】保健所保健総務課

蕁０７４２－２３－６１７１
薨０７４２－２２－２８６９
Ｅメール：hoken-soumu@city.nara.lg.jp

保
育
士
を
募
集

行
政
評
価
（
施
策
評
価
）
の

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

内容は、環境保全課、情報公開課、ホームページ
で閲覧できます。
応募内容は、住所、氏名、年齢を除き公開する場合

があります。なお、意見への個別対応はできません。
【応募方法】「路上喫煙を防止する条例案の骨子に対
する意見」と明記し、住所、氏名、年齢、意見を書
いて、３月10日～４月９日までに環境保全課へ。送
付、ＦＡＸ、Ｅメールも可。ホームページの「意
見・委員募集」からも応募できます。電話は不可。
【問合せ】環境保全課

薨０７４２－３６－５４６６
Ｅメール：kankyouhozen@city.nara.lg.jp

◆路上喫煙を防止する条例案の骨子がまとまりまし
たので、意見を募集します。

ホームページ：http://www.city.nara.nara.jp

◆食育推進計画（素案）がまとまりましたので、
意見を募集します。

ご
み
焼
却
施
設
移
転
建
設

計
画
策
定
委
員
会
の
傍
聴

臨
時
職
員
を
募
集

「
学
校
規
模
適
正
化
実
施
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
七
―
九
四
〇
〇

薨
〇
七
四
二
―
二
七
―
九
四
〇
一

東
・
西
老
春
の
家

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集
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3
月
15
日
〜
31
日
は
国
民
健
康
保
険
料
（
第
10
期
分
）
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

い
て
、
希
望
の
施
設
へ
　
▼
問
合
せ
…
東

老
春
の
家
（
〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二

―
一
　
蕁
0742
―
24
―
３
１
５
１
）、
西
老

春
の
家
（
〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
―

一
三
　
蕁
0742
―
41
―
３
１
５
１
）

姉
妹
都
市
物
産
フ
ェ
ア

福
井
県
小
浜
市
、
福
島
県
郡
山
市
の
合

同
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
…
３
月
８
日
貍
・
９
日
豸
午
前
９

時
半
〜
午
後
６
時
（
９
日
は
午
後
５
時
ま

で
）

▼
と
こ
ろ
…
奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
橋
本
町
）

▼
出
品

…
小
浜
市
＝
小
鯛
さ
さ
漬
け
、
浜
焼
き
さ

ば
、
若
狭
塗
箸
な
ど
、
郡
山
市
＝
薄
皮
饅

頭
、
く
る
み
ゆ
べ
し
、
民
芸
品
な
ど
　
▼

問
合
せ
…
商
工
労
政
課

和
服
で
な
ら
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク

と
き
…
４
月
４
日
貊
〜
６
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
名
勝
大
乗

院
庭
園
文
化
館
（
高
畑
町
）

▼
費
用
…

２
千
円
　
▼
申
込
…
電
話
で
同
実
行
委
員

会
の
高
木
さ
ん
（
蕁
090
―
５
４
６
６
―
９

９
０
７
）
へ
。

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
記
念
集
会

と
き
…
４
月
20
日
豸
午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
（
東

寺
林
町
）

▼
内
容
…
桂
あ
や
め
さ
ん
に

よ
る
講
演
＆
落
語
「
女
と
男
の
笑
い
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

▼
定
員
…
300
人

▼
申
込
…
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託

児
（
乳
幼
児
）
希
望
者
は
子
ど
も
の
氏

名
・
年
齢
を
書
い
て
、
３
月
31
日
必
着
で

市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は

抽
選
。
手
話
・
要
約
筆
記
あ
り
　
▼
問
合

せ
…
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
〒
630-

8106

佐
保
台
西
町
一
一
四
―
三
　
蕁
0742
―
72
―

１
５
１
０
　
薨
0742
―
72
―
１
５
１
１
　
Ｅ

メ
ー
ル：

jinkenkeihatsu@
city.nara.lg.jp

）

な
ら
ゆ
っ
く
り
人
権
さ
ん
ぽ

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
合
同
事
業

県
内
の
「
人
権
ス
ポ
ッ
ト
」
を
巡
り
、

普
段
気
づ
か
な
い
所
、
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
人
権
の
視
点
か
ら

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
…
３
月
21
日
貊
午
後
１
時
〜
５

時
。
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅
西
口
花
時
計
前
集
合
。

雨
天
決
行
　
▼
と
こ
ろ
…
大
和
郡
山
市

（
城
下
町
）
約
5.5
km

▼
講
師
…
県
同
和

問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
所
長
の
吉
田
栄

治
郎
さ
ん
　
▼
定
員
…
成
人
40
人
　
▼
申

込
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
12
日
ま
で
に

古
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
（
〒
630-

8424
古

市
町
一
二
二
六
）
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選

▼
問
合
せ
…
古
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0742
―
61
―
２
２
３
６
）
か
最
寄
り
の

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

春
季
発
掘
調
査
速
報
展
示

と
き
…
３
月
３
日
豺
〜
28
日
貊
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。
土
・
日
・
祝
日
は
休
館

▼
内
容
…
西
大
寺
旧
境
内
で
見
つ
か
っ
た

中
世
の
墓
、
平
城
京
跡
で
見
つ
か
っ
た
銅

銭
等
を
納
め
た
土
器
を
埋

め
た
遺
構
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
、
出
土
品
を
展
示
。

そ
の
他
、市
内
の
中
世
墓
、

土
器
埋
納
遺
構
出
土
の
遺

物
も
展
示
し
ま
す
。

東
老
春
の
家

ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド

と
き
…
３
月
９
日
豸
午
後
１
時
半
〜
２

時
半
　
▼
内
容
…
県
立
医
科
大
学
「
ザ
・

ハ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ム
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
　
▼
対
象
…
60
歳
以
上

の
人
と
そ
の
家
族
　
▼
申
込
…
不
要

西
老
春
の
家

や
よ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
…
３
月
28
日
貊
正
午
〜
午
後
１
時

▼
内
容
…
歌
と
琴
の
演
奏
　
▼
対
象
…
60

歳
以
上
の
人
と
そ
の
家
族
　
▼
申
込
…
不

要

北
老
春
の
家

◆
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
…
３
月
９
日
豸
午
後
１
時
半
〜
２

時
半
　
▼
出
演
…
奈
良
大
学
雅
楽
研
究
会

▼
申
込
…
不
要

◆
作
品
展

と
き
…
３
月
14
日
貊
〜
16
日
豸
午
前
10

時
半
〜
午
後
３
時
半

【
対
象
】
60
歳
以
上
の
人
と
そ
の
家
族

地域の団体に公園の美化・維持管理・施設の点検を
行ってもらうことにより、公園を快適・安全に利用で
き、愛されるものとするため、自主的活動をする団体
に報奨金を交付する制度です。
●対象の地域団体…対象となる公園に該当する自治会
員10人以上で構成される団体。複数の団体から申込
があった場合は、審査のうえ決定します。
●対象公園…市が管理する街区公園。複数ある場合は、
面積を合計し一契約とします。
●活動内容…月１回以上の公園清掃、年２回以上の除
草、年１回の低木せん定。公園内の施設点検で異常
があった場合等の速やかな市への報告。その他自主
的に行う維持管理作業等
●報奨金の交付…グリーンサポート制度要綱に基づき
交付します。
●その他…次のような場合は、報奨金の額の変更・返
還等を求めることがあります。
①適正に維持管理活動が行われなかった場合
②団体が解散した場合、活動を停止・中止した場合
③公園が廃止された場合

【申込】公園緑地課に備え付けの申請書に必要事項を
書いて、同課へ。４月１日から随時受付けます。
【問合せ】公園緑地課

姉
妹
都
市
物
産
フ
ェ
ア

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

記
念
集
会

和
服
で
な
ら
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク

な
ら
ゆ
っ
く
り
人
権
さ
ん
ぽ

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8135
大
安
寺
西
二
丁
目
二
八
一

蕁
〇
七
四
二
―
三
三
ー
一
八
二
一

西
老
春
の
家

〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
―
一
三

蕁
〇
七
四
二
―
四
一
―
三
一
五
一

北
老
春
の
家

〒
631-

0805
右
京
一
丁
目
一
―
四
（
北
部
会
館
２
階
）

蕁
〇
七
四
二
―
七
一
―
三
五
〇
一

東
老
春
の
家

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
四
―
三
一
五
一

グリーンサポート制度
～公園管理報奨金交付制度～



奈良しみんだより
平成20年（2008年）3月

12

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

発
表
交
流
会
（
母
子
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
）

と
き
…
３
月
９
日
豸
午
前
11
時
〜
午
後

３
時
　
▼
内
容
…
演
技
発
表
（
午
後
１

時
）、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
、
作
品
展
示
、
バ

ザ
ー
　
▼
対
象
…
寡
婦
、
母
子
家
庭
の
家

族
　
▼
申
込
…
不
要

防
災
セ
ン
タ
ー

春
休
み
特
別
企
画
　
防
災
体
験

と
き
…
３
月
25
日
貂

〜
27
日
貅
①
午
前
９
時

半
②
午
前
11
時
③
午
後

零
時
半
④
午
後
２
時
⑤

午
後
３
時
半
　
▼
内
容

…
各
種
防
災
体
験
、
防
災
ク
イ
ズ
、
防
災

絵
描
き
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
ア
ニ
メ
上
映

（
①
午
前
10
時
半
②
正
午
③
午
後
１
時
半

④
午
後
３
時
）

▼
申
込
…
不
要
。

な
ら
奈
良
館

◆
世
界
遺
産
公
開
講
座

と
き
…
４
月
13
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３

時
　
▼
講
師
・
演
題
…
奈
良
大
学
学
長
の

鎌
田
道
隆
さ
ん
「
奈
良
の
歴
史
と
世
界
遺

産
」

▼
定
員
…
100
人
　
▼
費
用
…
240
円

▼
締
切
…
３
月
28
日
必
着

◆
奈
良
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
16

と
き
…
４
月
27
日
豸
午
後
１
時
〜
３
時

▼
講
師
・
演
題
…
白
鳳
女
子
短
期
大
学
教

授
の
児
島
建
次
郎
さ
ん
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
ロ
マ
ン
・
仏
教
東
漸
の
道
に
み
る
仏
教

説
話
」

▼
定
員
…
100
人
　
▼
費
用
…
340

円
　
▼
締
切
…
４
月
14
日

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
同

館
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は

抽
選
。

写
真
美
術
館

◆
年
間
講
座
「
高
畑
写
真
倶
楽
部
」

と
き
…
４
月
８
日
貂
、
５
月
８
日
貅
、

６
月
10
日
貂
、
７
月
15
日
貂
、
８
月
５
日

貂
、
９
月
９
日
貂
、
10
月
７
日
貂
、
11
月

５
日
貉
、
12
月
９
日
貂
、
来
年
１
月
６
日

貂
。
①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜

４
時
　
▼
内
容
…
フ
ィ
ル
ム
35
ミ
リ
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
の
使
い
方
と
撮
影
の
基
礎
講

座
、
作
品
講
評
　
▼
費
用
…
２
千
円

▼

持
物
…
フ
ィ
ル
ム
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
取

扱
説
明
書
な
ど
　
▼
締
切
…
３
月
20
日

◆
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

写
真
基
礎
講
座
（
カ
メ
ラ
の
使
い
方
編
）

12345678

内
容
…
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
共
通
の
使
い
方
や
構
図
な
ど
。
雨

天
決
行
　
▼
費
用
…
千
円
　
▼
持
物
…
カ

メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
）
な
ど

▼
締
切
…
３
月
23
日

【
指
導
】
同
館
技
術
員

【
定
員
】
全
日
参
加
で
き
る
成
人
各
30
人
。

在
勤
も
可

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
①

②
の
別
を
書
い
て
、
各
締
切
日
必
着
で
同

館
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は

抽
選
。

な
ら
工
藝
館

工
芸
制
作
体
験
教
室
　
秋
篠
手
織

と
き
…
４
月
４
日
貊
〜
７
月
11
日
貊
午

後
１
時
半
〜
４
時
半
。
14
回
　
▼
開
講
式

…
３
月
28
日
貊

▼
内
容
…
綿
織
物
の
制

作
基
礎
技
術
を
体
験
　
▼
定
員
…
10
人

▼
費
用
…
３
万
５
千
円
　
▼
申
込
…
往
復

は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
16
日
必
着
で

同
館
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合

は
抽
選
。
教
室
日
程
終
了
後
に
作
品
展
を

開
催
。県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
大
会
出
場
選
手
の
選
考
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

【
競
技
・
日
程
】

◆
4
月
20
日
豸
…
卓
球
＝
県
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
県
立

高
等
養
護
学
校

◆
4
月
27
日
豸
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
サ
ッ
カ

ー
＝
県
立
高
等
養
護
学
校
、
フ
ッ
ト
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
＝
県
立
高
等
養
護
学
校

◆
5
月
18
日
豸
…
水
泳
＝
県
営
屋
内
温
水

プ
ー
ル

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
。
ま
だ
の
人
は
3
月
17
日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎 お知らせ

な
ら
奈
良
館

〒
630-

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
〇
七
〇

防
災
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
四
〇
四
―
一

蕁
・

薨
〇
七
四
二
―
三
五
―
一
一
〇
六

合同公売を実施します

② ①
4/15
貂
・
4/22
貂

午
後
２
時
〜

４
時

4/15
貂
・
4/22
貂

午
前
10
時
〜

正
午

講
義

5/13
貂

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

5/11
豸

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

撮
影
（
浮
見
堂
・

奈
良
公
園
な
ど
）

5/27
貂
・
6/3
貂

午
後
２
時
〜

４
時

5/27
貂
・
6/3
貂

午
前
10
時
〜

正
午

作
品
講
評
・

質
疑
応
答

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8325
西
木
辻
町
一
五
九
ー
二
四

蕁
〇
七
四
二
―
六
一
ー
二
五
五
二

〒
630-

8301
高
畑
町
六
〇
〇
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
二
―
九
八
一
一

な
ら
工
藝
館

〒
630-

8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
〇
七
四
二
―
二
七
ー
〇
〇
三
三

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市税滞納により差押えた不
動産の公売を県・他市町村と
合同で実施します。
参加希望者は、納税課に備

え付けの「公売広報」を必ず
ご確認ください。
くわしくは、市ホームページにも掲載。

【とき】３月５日貉　午前10時
【ところ】奈良市役所中央棟６階正庁　
【公売財産】

【見積価額】9,549,000円
【公売保証金】1,000,000円
＊現金か小切手（奈良手形交換所加盟金融機関の振
出に係るもので、振出日から５日以内のものに限る）
【公売方法】入札
※公売不動産の所有者が、実施日までに滞納市税を
納付したときは、中止する場合があります。

【問合せ】納税課

土地 芝辻町26番１ 宅地 ― 約155㎡

建物 芝辻町26番地１ 居宅 木造瓦葺平屋建 約70㎡

建物 芝辻町26番地１・27番地 居宅 木造瓦葺平屋建 約43㎡



◆
5
月
25
日
豸
…
陸
上
競
技
＝
県
立
橿
原

公
苑
陸
上
競
技
場
（
雨
天
決
行
）

◆
6
月
1
日
豸
…
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
イ
ス

ク
＝
県
立
高
等
養
護
学
校

【
参
加
資
格
】
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
、
今
年
４
月

１
日
現
在
で
満
13
歳
以
上
の
人

【
申
込
】
障
が
い
福
祉
課
備
え
付
け
の
用

紙
で
、
３
月
21
日
必
着
で
同
課
へ
。

武
道
・
坐
禅
・
茶
華
道
教
室

◆
剣
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…
４
月
１
日
か
ら
毎
週
月
・
火
・

金
曜
日
の
午
後
５
時
半
〜
６
時
半
　
▼
定

員
…
小
学
生
30
人

◆
剣
道
教
室
（
親
子
体
験
の
部
）

と
き
…
４
月
12
日
か
ら
第
２
・
４
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
10
時
　
▼
定
員
…
５
〜

６
歳
児
と
保
護
者
15
組
。
子
供
の
み
参
加

可◆
剣
道
教
室
（
中
学
生
以
上
の
部
）

と
き
…
４
月
１
日
か
ら
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
の
午
後
６
時
半
〜
７
時
半

▼
定
員
…
中
学
生
以
上
の
経
験
者
20
人

◆
柔
道
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…
４
月
８
日
か
ら
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
後
５
時
〜
６
時
半
、
土
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
定
員
…
小
学
２
年

生
以
上
15
人

◆
柔
道
教
室
（
親
子
体
験
の
部
）

と
き
…
４
月
10
日
か
ら
第
２
・
３
木
曜

日
の
午
後
３
時
半
〜
４
時
半
　
▼
定
員
…

５
〜
６
歳
児
と
保
護
者
15
組
。
子
供
の
み

参
加
可

◆
柔
道
教
室
（
中
学
生
以
上
の
部
）

と
き
…
４
月
８
日
か
ら
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
後
６
時
〜
７
時
半
、
土
曜
日
の
午

後
２
時
半
〜
４
時
　
▼
定
員
…
中
学
生
以

上
〜
35
歳
15
人

◆
な
ぎ
な
た
教
室

と
き
…
４
月
３
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
木
曜
日
の
午
後
４
時

半
〜
６
時
、土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
。

高
校
生
以
下
は
木
・
土
曜
日
の
み
　
▼
定

員
…
小
学
生
以
上
20
人

◆
や
り
教
室
（
宝
蔵
院
流
）

と
き
…
４
月
５
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
定
員
…
高
校
生
以

上
の
男
性
10
人

◆
弓
道
教
室

と
き
…
４
月
５
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
の

午
後
５
時
〜
７
時
　
▼
定
員
…
高
校
生
以

上
の
初
心
者
20
人

◆
坐
禅
教
室

と
き
…
４
月
６
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
の

午
前
７
時
〜
８
時
半
　
▼
定
員
…
高
校
生

以
上
10
人

◆
茶
道
教
室
（
表
千
家
）

と
き
…
４
月
11
日
か
ら
月
２
回
の
金
曜

日
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
定
員
…
20
人

◆
華
道
教
室
（
御
室
流
）

と
き
…
４
月
11
日
か
ら
月
２
回
の
金
曜

日
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
定
員
…
20
人

【
費
用
】
武
道
・
坐
禅
教
室
は
３
か
月
で

２
千
円
。
茶
華
道
教
室
は
年
間
４
千
円

（
別
途
材
料
費
が
必
要
）

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学
生
は
学

校
名
、
新
学
年
も
）、
性
別
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
３
月
13
日
必
着
で
市
武
道
振

興
会
（
〒
630-

8108
法
蓮
佐
保
山
四
丁
目
六

―
三
　
中
央
第
二
武
道
場
内
）
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

【
問
合
せ
】
剣
道
・
な
ぎ
な
た
・
や
り
・

坐
禅
は
中
央
武
道
場
（
蕁
0742
―
26
―
１
０

６
０
）。
柔
道
・
弓
道
教
室
は
中
央
第
二

武
道
場
（
蕁
0742
―
27
―
６
１
６
３
）。
茶

道
・
華
道
教
室
は
青
年
の
家
交
楽
館
（
蕁

0742
―
23
―
４
２
２
１
）

な
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
ー
ル

な
ら
や
ま
水
泳
教
室

◆
障
が
い
者
の
部

と
き
…
４
月
11
日
〜
９
月
19
日
の
毎
週

金
曜
日
①
午
後
１
時
半
〜
２
時
20
分
②
午

後
２
時
半
〜
３
時
20
分
。
各
20
回
　
▼
定

員
…
18
歳
以
上
の
肢
体
・
内
部
・
聴
覚
・

言
語
・
視
覚
障
が
い
者
各
10
人
。
介
添
え

が
必
要
な
人
は
要
同
伴
。

◆
障
が
い
児
の
部

と
き
・
対
象
…
①
４
月
９
日
〜
９
月
17

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
４
時
20
分
〜
５

時
・
中
高
生
の
知
的
障
が
い
児
と
保
護
者

②
４
月
11
日
〜
９
月
19
日
の
毎
週
金
曜

日
、
午
後
４
時
55
分
〜
５
時
40
分
・
小
学

生
の
知
的
障
が
い
児
と
保
護
者
。
各
20
回

▼
定
員
…
各
５
組

【
申
込
】
同
プ
ー
ル
備
え
付
け
の
用
紙
か

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
教
室
名
、
①
②
の
別
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
障
が
い
の
種
別
・
等

級
を
書
い
て
、
３
月
11
日
必
着
で
同
プ
ー

ル
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
者
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
と
相
談
が
必
要
。

◆
女
性
の
部

と
き
…
４
月
９
日
〜
６
月
25
日
の
毎
週

水
曜
日
①
午
後
１
時
〜
２
時
②
午
後
２
時

10
分
〜
３
時
10
分
。
各
10
回
　
▼
定
員
…

18
歳
以
上
の
人
各
10
人

◆
小
学
生
の
部

と
き
・
対
象
…
①
４
月
11
日
〜
６
月
20

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
３
時
55
分
〜
４

時
50
分
・
新
小
学
１
〜
３
年
生
②
４
月
９

日
〜
６
月
25
日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
３

時
20
分
〜
４
時
15
分
・
新
小
学
４
〜
６
年

生
。
各
10
回
　
▼
定
員
…
①
20
人
②
10
人

【
費
用
】
５
千
500
円

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
①
②

の
別
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
（
小
学
生
の
部
は
学
年
も
）、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
３
月
11
日
必
着
で
同
プ
ー

ル
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
者
は
健

康
診
断
書
を
提
出
。

◆
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
清
掃
・
整
備
の
た
め
３
月
28
日
貊

〜
31
日
豺
ま
で
休
館
し
ま
す
。

奈良しみんだより
平成20年（2008年）3月
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お知らせ　月ヶ瀬行政センター蕁0743 - 92 - 0131豎　都祁行政センター蕁0743 - 82 - 0201豎

な
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
四

薨
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
三

武
道
・
坐
禅
・
茶
華
道
教
室



総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と
き
…
３
月
16
日
豸
午
前
10
時
半
〜
午

後
３
時
半
　
▼
定
員
…
障
が
い
者
と
健
常

者
30
人
　
▼
持
物
…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

用
具
（
あ
る
人
）

▼
申
込
…
同
館
備
え

付
け
の
用
紙
か
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

障
が
い
の
有
無
（
有
り
の
場
合
は
種
別
・

等
級
）
を
書
い
て
、
３
月
11
日
必
着
で
同

館
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

南
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

と
き
…
４
月
14
日
〜
５
月
26
日
の
毎
週

月
曜
日
、
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
（
５
月

５
日
を
除
く
）。
６
回
　
▼
内
容
…
実
戦

に
即
し
た
基
礎
練
習
・
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

▼
定
員
…
基
礎
打
ち
が
で
き
る
中
学
生
以

上
18
人
（
中
・
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
）

▼
費
用
…
４
千
500
円
　
▼
申

込
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、３
月
24
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

12345678910111213141516171819202122232425

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
コ
ー

ス
番
号
（
第
２
希
望
ま
で
）、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
名
を
書
い
て
、
３
月
９
日
必
着
で

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
は
受
講
時
に
健
康
診
断

書
が
必
要
。

西
部
生
涯
プ
ー
ル

水
泳
教
室

1234567891011121314151617

【
申
込
】
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
学
校
園
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

部
と
コ
ー
ス
名
（
第
２
希
望
ま
で
）
を
書

い
て
、
３
月
９
日
必
着
で
同
プ
ー
ル
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
時
に
健
康
診
断

書
が
必
要
。ジ

ュ
ニ
ア
体
操
教
室

と
き
…
４
月
〜
来
年
２
月
。
30
回
以
上

▼
と
こ
ろ
・
時
間
…
①
右
京
小
学
校
・
土

曜
日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
②
佐
保
川
小

学
校
・
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
10
時
半
③

大
宮
小
学
校
・
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
10

時
半
　
▼
定
員
…
小
学
生
各
30
人
　
▼
内

奈良しみんだより
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市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎 お知らせ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
五

薨
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
三

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室

き
れ
い
に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
！
　
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
汚
れ
が
残
っ
た
物
や
異
物
が
含
ま
れ
て
い
る
と
再
生
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
〇
七
四
二
―
五
一
ー
一
五
二
一

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
〇
七
四
二
―
五
二
ー
〇
一
〇
〇

部 成　人

18歳以上
各コース30人

午後１時～２時

月
曜
火
曜
木
曜
金
曜

園　児 園児・小学生 小学生

時間

定員

期間
・
費用

○月曜日コース…4/7～7/14  （14回）17,640円

○火曜日コース…4/8～7/15  （13回）16,380円

○木曜日コース…4/10～7/10（14回）17,640円

○金曜日コース…4/11～7/11（14回）17,640円

コース

４・５歳児
各コース40人

午後３時～４時

月
曜
火
曜
木
曜
金
曜

４・５歳児と
小学生
各コース40人

午後４時～５時

月
曜
火
曜
木
曜
金
曜

小学生
各コース40人

午後５時～６時

月
曜
火
曜
木
曜
金
曜

教室名 とき（丸数字はコース番号） 定員

4/7～7/14の原則として毎週月曜日　14回
漓午前10時～11時滷午前11時半～午後零時半
澆午後２時～３時

4/8～7/15の原則として毎週火曜日　13回
潺午前10時～11時潸午前11時半～午後零時半
澁午後２時～３時

4/11～7/11の原則として毎週金曜日　14回
澀午前10時～11時潯午前11時半～午後零時半
潛午後２時～３時

50歳以上各20人

腰痛、肩こり等を
改善したい成人各30人

4/11～7/11の原則として毎週金曜日　14回
漓午後１時半～２時半滷午後２時45分～３時45分

中・高齢者
水中

ウォーキング

ソフト
ストレッチング

12,180円

12,180円

6,440円

費用

11,310円

水中
ウォーキング

4/10～7/10の第２・４木曜日　7回
漓午前10時～11時滷午前11時半～午後零時半 6,090円 40歳以上各20人

滷激しい運動が可能な人

南
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8454
杏
町
四
六
七
ー
一

蕁
〇
七
四
二
―
六
一
ー
七
〇
二
九

みなさんの適正な分別排出へのご理解とご協力
により、平成20年度は法律に基づく指定法人ル
ートでの高度リサイクル処理が再開できることに
なりました。
しかし、まだ収集後の破袋・選別過程からは、

汚れの残った物や容器包装ではないプラスチック
製品などが多量に出てきていますので、もう一歩
進めた再生資源の分別排出をお願いします。

プラスチック製容器包装の
リサイクル処理の再開

【問合せ】企画総務課（蕁０７４２－７１－３００１）

●再度、プラスチック製容器包装であるか、
プラ・マークをご確認ください。

●ライター、かみそり、乾電池、ガラス片などの
危険品は特に混ぜないでください。
●汚れが残っているものは、すすいで水気を取っ
てお出しください。
●汚れの落ちないものは、資源ではなく「燃やせ
るごみ」へお出しください。

■　みなさんに守ってもらいたいルール ■

今後もみなさんのご理解とご協力をお願いします。



容
…
マ
ッ
ト
、
跳
箱
、
低
鉄
棒
、
ミ
ニ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
等
の
基
本
技
術
の
習
得
　
▼

費
用
…
年
間
２
万
円
　
▼
申
込
…
往
復
は

が
き
に
①
〜
③
の
別
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
学
校
名
、
新
学
年
、

電
話
番
号
、
保
護
者
名
を
書
い
て
、
３
月

10
日
ま
で
に
市
体
操
協
会
の
黒
瀬
秀
雄
さ

ん
（
〒
631-
0006
西
登
美
ヶ
丘
七
丁
目
八
―

一
）
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合

は
抽
選
（
低
学
年
を
優
先
）。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

中
央
体
育
館

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
前

９
時
半
〜
11
時
半
。
10
回
　
▼
定
員
…
70

人
　
▼
費
用
…
４
千
200
円

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
昼
の
部
）

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
。
10
回
　
▼
定
員
…
70

人
　
▼
費
用
…
３
千
500
円

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
小
学
生
の
部
）

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
後

４
時
半
〜
６
時
。
10
回
　
▼
定
員
…
小
学

３
〜
６
年
生
60
人
　
▼
費
用
…
３
千
400
円

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
夜
の
部
）

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時
半
。
10
回
　
▼
定
員
…
60

人
　
▼
費
用
…
６
千
200
円

中
央
第
二
体
育
館

◆
健
康
体
操
教
室

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
前

10
時
〜
11
時
半
。
10
回
　
▼
内
容
…
音
楽

を
使
っ
た
リ
ズ
ム
体
操
　
▼
定
員
…
女
性

90
人
　
▼
費
用
…
２
千
900
円

◆
操
体
法
教
室

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
。
10
回
　
▼
内
容
…
自

分
で
で
き
る
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
の
手
入

れ
法
　
▼
定
員
…
40
人
　
▼
費
用
…
２
千

800
円

◆
少
年
少
女
体
操
教
室

と
き
…
４
月
15
日
か
ら
火
曜
日
の
午
後

４
時
半
〜
６
時
。
10
回
　
▼
定
員
…
小
学

生
60
人
　
▼
費
用
…
３
千
200
円

投
て
き
練
習
場

◆
少
年
少
女
陸
上
競
技
教
室

と
き
…
４
月
19
日
か

ら
土
曜
日
の
午
後
２
時

〜
４
時
。
24
回
　
▼
定

員
…
小
学
生
100
人
　
▼

費
用
…
５
千
600
円

【
申
込
】
往
復
は
が
き

に
教
室
名
（
部
名
）
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
小

学
生
は
新
学
年
と
生
年
月
日
、
保
護
者

名
）、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
３

月
15
日
必
着
で
中
央
体
育
館
（
〒
630-

8108

法
蓮
佐
保
山
四
丁
目
一
―
三
）
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。
体
育
館
で
は
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
を
必
ず
使
用
の
こ
と
。
用
具
の
あ
る

人
は
持
参
　
▼
問
合
せ
…
中
央
体
育
館

（
蕁
0742
―
24
―
１
５
０
１
）
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お知らせ　月ヶ瀬行政センター蕁0743 - 92 - 0131豎　都祁行政センター蕁0743 - 82 - 0201豎

燃やせないごみの収集日 
（譁市清美公社の収集地域を除きます） 

13日貅 

14日貊 

燃やせるごみが 
火・金曜の収集地域 

月・木曜の収集地域 

※ごみカレンダーで収集日を
確認してお出しください。 

収集課 【問合せ】 

※この日や「プラスチッ 
ク製容器包装」の収集日 
は倍の区域を収集するた 
め、収集時間が午後2時 
を過ぎることがあります。 
　ご理解とご協力をお願 
いします。 

3月 

大
型
ご
み
の
申
込
の
際
は
、
電
話
番
号
の
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ごみの分別・減量化と資源の再利用に
協力してください

燃やせるごみや燃やせないごみの収集日に、プ
ラスチック製容器包装、再生資源、大型ごみが分
別されずに出されることが増えています。
出す前にもう一度、ごみの分別や出し方をご確

認ください。
分別ができていないごみは収集できません。
◆毎週水曜日に収集するプラスチック製容器包装

マークのついている容器・包装類
（汚れを取ってお出しください）

◆再生資源で収集するもの
ガラスびん、ペットボトル、飲料用紙パック、

カートリッジ式ガスボンベなどの空き缶
◆大型ごみで収集するもの
ダンボール、植木の枝葉・落葉・草、家電製品、
一時的に出るごみなど
※分別には、ごみ事典などを役立ててください。

3月20日（春分の日）も業務を行います

通常どおり、ごみの収集を行います。交通量が
少ないため普段より早く到着することがあります
ので、午前7時半までに出してください。
大型ごみの電話申込も受付けます。

【問合せ】収集課（蕁０７４２－７１－３０１２）

企画総務課（環境清美センター）、市役所市民
課・総合受付、出張所、行政センター、市民サ
ービスコーナー（奈良ファミリー5F）

ごみ事典は、次の施設にあります

シュレッダーごみの出し方

燃やせるごみの日ごとに少量ずつ、ごみ袋の中
の空気を抜いてお出しください。多量であったり、
袋の中に空気が入っていたりすると、収集車に入
れたときに破裂して散らかります。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
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〈
椿
井
地
区
〉

飯
田
善
之
（
三
条
町
）

梅
木
宣
子

（
漢
国
町
）

岡
　
英
幸
（
椿
井
町
）

岡
本
令
子
（
光
明
院
町
）

北
島
義
孝

（
阿
字
万
字
町
）

河
野
み
ち
子
（
橋
本

町
）

佐
原
房
子
（
三
条
町
）

末
廣

元
孝
（
下
三
条
町
）

坪
内
良
江
（
高

御
門
町
）

冨
田
登
子
（
三
条
町
）

中
尾
清
司
（
西
寺
林
町
）

長
谷
川
憲

男
（
上
三
条
町
）

藤
井
久
子
（
油
阪

地
方
町
）

松
田
知
子
（
樽
井
町
）

森
克
容
（
東
城
戸
町
）

〈
飛
鳥
地
区
〉

熱
田
昭
江
（
高
畑
町
）

入
江
文
江

（
高
畑
町
）

岩
橋
恭
子
（
高
畑
町
）

大
西
昇
（
紀
寺
町
）

岡
本
耕
治
（
築

地
之
内
町
）

小
川
純
市
（
高
畑
町
）

奥
進
（
高
畑
町
）

奥
田
晴
子
（
高
畑

町
）

小
野
錬
一
（
紀
寺
町
）

久
保

英
雄
（
南
紀
寺
町
二
丁
目
）

更
科
欣

嗣
（
白
毫
寺
町
）

鈴
木
博
人
（
高
畑

町
）

竹
安
博
三
（
紀
寺
町
）

辰
巳

千
佳
子
（
紀
寺
町
）

中
村
澄
子
（
紀

寺
町
）

西
村
節
子
（
南
紀
寺
町
五
丁

目
）

農
澤
和
子
（
高
畑
町
）

畑
中

常
（
公
納
堂
町
）

久
岡
元
子
（
東
紀

寺
町
一
丁
目
）

平
野
い
そ
の
（
南
紀

寺
町
三
丁
目
）

福
田
尹
希
子
（
紀
寺

町
）

前
田
昭
（
高
畑
町
）

増
田
俊

子
（
高
畑
町
）

松
村
　
志
（
十
輪
院

町
）

丸
野
洋
子
（
紀
寺
町
）

南
畑

昇
（
南
紀
寺
町
四
丁
目
）

宮
前
冨
美

子
（
東
紀
寺
町
三
丁
目
）

百
田
昌
弘

（
紀
寺
町
）

山
下
君
江
（
高
畑
町
）

山
根
隆
（
東
紀
寺
町
二
丁
目
）

原

惇
（
紀
寺
町
）

米
澤
照
代
（
南
紀
寺

町
一
丁
目
）

〈
鼓
阪
地
区
〉

秋
田
久
子
（
今
在
家
町
）

荒
木
道

（
手
貝
町
）

井
倉
亀
代
司
（
青
山

七
丁
目
）

生
駒
　
子
（
川
上
町
）

井
手
惠
美
子
（
油
留
木
町
）

岩
井
和

子
（
奈
良
阪
町
）

扇
田
淳
子
（
雑
司

町
）

勝
矢
陽
子
（
川
上
町
）

上
司

永
照
（
雑
司
町
）

川
合
光
夫
（
中
ノ

川
町
）

楠
田
千
之
助
（
東
笹
鉾
町
）

黒
瀬

子
（
般
若
寺
町
）

小
中
山
匡

子
（
青
山
七
丁
目
）

小
西
寿
恵
子

（
東
之
阪
町
）

田
村
匡
利
（
雑
司
町
）

村
好
弘
（
今
小
路
町
）

飛
田
カ
ツ

子
（
青
山
六
丁
目
）

中
村
信
子
（
般

若
寺
町
）

西
田
玲
子
（
青
山
八
丁
目
）

林
新
一
（
東
包
永
町
）

春
田
充
代

（
般
若
寺
町
）

前
田
幾
子
（
川
上
町
）

松
村
明
（
奈
良
阪
町
）

水
谷
美
和
子

（
押
上
町
）

水
谷
嘉
麿
（
青
山
七
丁
目
）

村
田
伊
代
子
（
奈
良
阪
町
）

山
田
ヱ

ミ
子
（
青
山
一
丁
目
）

渡
邊
良
憲

（
北
御
門
町
）

〈
佐
保
台
地
区
〉

大
場
博
（
佐
保
台
三
丁
目
）

本
富

子
（
佐
保
台
二
丁
目
）

柴
田
葉
子
（
佐

保
台
二
丁
目
）

中
村
正
三
（
佐
保
台
二

丁
目
）

野
田
裕
子
（
佐
保
台
二
丁
目
）

藤
原
多
恵
子
（
佐
保
台
三
丁
目
）

〈
済
美
地
区
〉

飯
田
温
子
（
京
終
地
方
西
側
町
）

石
巻
優
（
西
木
辻
町
）

稲
葉
幸
子

（
中
辻
町
）

岩
井
宏
彦
（
北
京
終
町
）

上
田
和
男
（
西
新
屋
町
）

大
川
博
文

（
杉
ヶ
町
）

岡
本
享
子
（
南
魚
屋
町
）

梶
田
歌
子
（
西
木
辻
町
）

片
岡
祥
晃

（
西
木
辻
町
）

川
口
理
一
郎
（
南
京
終

町
）

北
郁
代
（
大
森
町
）

北
岡
明

（
西
木
辻
町
）

久
保
嘉
章
（
西
木
辻
町
）

小
橋
秋
光
（
大
森
町
）

杉
本
素
子

（
南
城
戸
町
）

中
　
良
子
（
南
京
終
町

一
丁
目
）

中
野
圭
子
（
西
木
辻
町
）

西
田
史
都
子
（
杉
ヶ
町
）

藤
井
清
司

（
南
袋
町
）

藤
井
宏
信
（
南
京
終
町
一

丁
目
）

藤
原
正
義
（
中
新
屋
町
）

森
茂
樹
（
東
木
辻
町
）

松
井
善
子

（
肘
塚
町
）

宮
川
絢
子
（
肘
塚
町
）

森
田
和
子
（
西
新
屋
町
）

〈
済
美
南
地
区
〉

石
井
和
代
（
南
京
終
町
）

上
野
泰

照
（
南
京
終
町
三
丁
目
）

岡
本
　
永

（
南
京
終
町
七
丁
目
）

小
幡
睦
子
（
桂

木
町
）

小
橋
維
久
子
（
南
京
終
町
）

杉
原
久
美
子
（
南
京
終
町
）

田
中
幸

子
（
南
京
終
町
三
丁
目
）

中
田
亮

（
桂
木
町
）

西
岡
か
ず
子
（
南
京
終
町

五
丁
目
）

萩
原
ミ
チ
子
（
南
京
終
町

四
丁
目
）

村
田
秀
子
（
南
京
終
町
四

丁
目
）

田
勝
亮
（
南
京
終
町
）

〈
佐
保
地
区
〉

井
阪
節
子
（
法
蓮
町
）

井
田
梅
子

（
法
蓮
町
）

今
西
千
夏
子
（
高
天
市
町
）

上
垣
博
俊
（
北
市
町
）

植
久
保
晃

（
西
包
永
町
）

大
島
國
　
（
法
蓮
町
）

大
西
伊
公
子
（
東
向
北
町
）

大
矢
壽

子
（
法
蓮
町
）

岡
　
昌
美
（
法
蓮
佐

保
山
一
丁
目
）

樫
原
一
好
（
押
小
路

町
）

金
澤
洋
子
（
法
蓮
町
）

河
合

春
樹
（
南
半
田
西
町
）

久
保
田
洋
子

（
法
蓮
町
）

小
林
新
一
（
西
新
在
家
町
）

阪
　
芳
子
（
法
蓮
町
）

島
津
幸
男

（
北
袋
町
）

関
有
恒
（
法
蓮
町
）

染

野
昌
義
（
法
蓮
町
）

玉
田
佐
千
子

（
船
橋
町
）

寺
口
二
三
子
（
芝
辻
町
）

冨
岡
才
晏
（
法
蓮
町
）

西
田
佳
子

（
芝
辻
町
）

岡
和
代
（
法
蓮
町
）

福
岡
京
子
（
法
蓮
町
）

北
條
幹
二

（
北
小
路
町
）

松
尾
文
雄
（
法
蓮
町
）

宮
本
欣
哉
（
北
市
町
）

望
月
道
子

（
法
蓮
町
）

八
木
冨
造
（
鍋
屋
町
）

〈
大
宮
地
区
〉

赤
坂
幸
子
（
三
条
添
川
町
）

赤
坂

昌
子
（
三
条
宮
前
町
）

坂
博
司

（
三
条
本
町
）

上
田
輝
行
（
大
宮
町
二

丁
目
）

植
原
敏
子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

岡
田
健
一
郎
（
三
条
大
路
一
丁
目
）

奥
田
順
美
（
油
阪
町
）

北
邨
學
（
三

条
町
）

艸
香
和
子
（
大
宮
町
四
丁
目
）

楠
本
八
重
子
（
三
条
大
宮
町
）

小
村

綾
子
（
大
宮
町
四
丁
目
）

櫻
井
寛
明

（
油
阪
町
）

谷
口
早
百
合
（
大
宮
町
四

丁
目
）

辻
典
子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

辻
本
節
子
（
大
宮
町
三
丁
目
）

中
村

榮
子
（
大
宮
町
七
丁
目
）

橋
本
幸
美

（
油
阪
町
）

伏
見
幸
子
（
大
宮
町
五
丁

目
）

細
川
正
　
（
大
宮
町
三
丁
目
）

牧
之
内
幸
子
（
三
条
本
町
）

松
田
孝

子
（
三
条
大
路
一
丁
目
）

松
田
由
貴

子
（
大
宮
町
二
丁
目
）

森
比
佐
子

（
大
宮
町
二
丁
目
）

森
村
弘
江
（
大
宮

町
一
丁
目
）

森
山
　
（
大
宮
町
三
丁

目
）

〈
佐
保
川
地
区
〉

淺
野
玲
子
（
芝
辻
町
二
丁
目
）

東
和

彦
（
法
華
寺
町
）

今
村
敦
子
（
法
華
寺

町
）

内
田
幸
代
（
芝
辻
町
三
丁
目
）

金
野
有
子
（
法
華
寺
町
）

川
崎
　
司

（
法
華
寺
町
）

木
田
好
子
（
芝
辻
町
三

丁
目
）

慶
田
あ
を
い
（
佐
紀
町
）

小

久
保
美
紗
子
（
芝
辻
町
二
丁
目
）

島
田

正
一
（
芝
辻
町
三
丁
目
）

�
本
健
司

（
法
華
寺
町
）

西
浦
昭
士
（
芝
辻
町
一

丁
目
）

西
田
昌
子
（
芝
辻
町
二
丁
目
）

橋
本
修
子
（
法
華
寺
町
）

福
井
清
高

（
法
蓮
町
）

福
西
博
（
芝
辻
町
四
丁
目
）

本
田
愛
子
（
法
華
寺
町
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
身
近
な
相

談
・
支
援
者
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
、
暮
ら
し

に
困
っ
て
い
る
人
や
お
年
寄
り
、
子
育
て
、
障
が
い
者
に
関
す
る
こ
と
の
相

談
や
援
助
な
ど
で
、
そ
の
内
容
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
適
切
に
対
応

し
ま
す
。
お
気
軽
に
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、相
談
内
容
や
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

昨
年
12
月
１
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
は
七
百
三
十
人
で
す
。

地
区
ご
と
の
名
簿
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
総
務
課
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
住
所
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

あ
な
た
の
街
の
良
き
相
談
相
手
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〈
都
跡
地
区
〉

安
　

弘
（
三
条
大
路
五
丁
目
）

宇
佐
美
勝
（
三
条
大
路
四
丁
目
）

大

岡
左
知
子
（
西
ノ
京
町
）

置
田
芳
枝

（
四
条
大
路
五
丁
目
）

小
野
眞
智
子

（
佐
紀
町
）

上
総
勝
　
（
六
条
町
）

勝
村
一
郎
（
尼
辻
西
町
）

古
場
靖
浩

（
七
条
町
）

坂
井
　
子
（
二
条
町
一
丁

目
）

炭
本
典
子
（
三
条
大
路
三
丁
目
）

谷
美
知
子
（
佐
紀
町
）

寺
山
弘
行

（
尼
辻
中
町
）

鳥
井
各
造
（
佐
紀
町
）

永
尾
靖
子
（
四
条
大
路
三
丁
目
）

中

島
弘
（
四
条
大
路
二
丁
目
）

中
根
昇

（
四
条
大
路
四
丁
目
）

橋
本
清
美
（
佐

紀
町
）

古
尾
絹
子
（
柏
木
町
）

細

田
さ
と
み
（
四
条
大
路
五
丁
目
）

保

川

（
五
条
町
）

山
下
常
治
（
佐
紀

町
）

山
中
晴
美
（
二
条
町
二
丁
目
）

吉
田
和
夫
（
三
条
大
路
五
丁
目
）

吉

田
孔
一
（
二
条
大
路
南
三
丁
目
）

吉

村
征
子
（
五
条
町
）

米
村
滋
夫
（
四

条
大
路
二
丁
目
）

〈
六
条
地
区
〉

青
木
慶
子
（
七
条
西
町
一
丁
目
）

井
岡
靖
司
（
六
条
二
丁
目
）

大
野
佐

知
子
（
六
条
西
五
丁
目
）

栗
山
幸
子

（
六
条
西
三
丁
目
）

兒
島
孝
夫
（
赤
膚

町
）

坂
多
壽
子
（
七
条
西
町
一
丁
目
）

酒
井
征
男
（
六
条
緑
町
二
丁
目
）

榮

村
ひ
と
み
（
六
条
西
三
丁
目
）

鈴
木

英
夫
（
六
条
三
丁
目
）

待
夜
晴
子

（
六
条
一
丁
目
）

寺
町
容
子
（
七
条
一

丁
目
）

中
西
定
雄
（
六
条
西
四
丁
目
）

名
迫
美
野
里
（
六
条
西
六
丁
目
）

西

川
武
夫
（
六
条
一
丁
目
）

久
和
子

（
五
条
西
一
丁
目
）

田
裕
　
（
六
条

西
四
丁
目
）

冨
士
原
恵
美
子
（
六
条

西
二
丁
目
）

前
田
千
萬
喜
（
五
条
西

二
丁
目
）

前
田
幸
雄
（
六
条
西
一
丁

目
）

松
田
日
出
子
（
六
条
一
丁
目
）

森
嶋
啓
一
（
五
条
三
丁
目
）

森
本
榮

藏
（
六
条
西
三
丁
目
）

田
弘
隆

（
六
条
一
丁
目
）

山
口
良
三
（
七
条
一

丁
目
）

田
繁
子
（
七
条
一
丁
目
）

村
貢
（
七
条
西
町
一
丁
目
）

若
宮

健
一
（
五
条
二
丁
目
）

〈
大
安
寺
地
区
〉

石
田
三
保
子
（
大
安
寺
七
丁
目
）

今
井
和
子
（
大
安
寺
五
丁
目
）

今
井

嘉

（
大
安
寺
二
丁
目
）

大
西
敏
成

（
大
安
寺
二
丁
目
）

大
西
宏
枝
（
大
安

寺
四
丁
目
）

大
西
順
子
（
大
安
寺
四

丁
目
）

梶
本
和
子
（
大
安
寺
六
丁
目
）

片
山
俊
博
（
大
安
寺
一
丁
目
）

楠
下

幹
男
（
大
安
寺
一
丁
目
）

佐
野
カ
ズ

子
（
大
安
寺
五
丁
目
）

椙
本
光
（
大

安
寺
七
丁
目
）

武
野
美
知
子
（
大
安

寺
四
丁
目
）

藤
川
惠
世
（
大
安
寺
五

丁
目
）

前
本
義
一
（
八
条
一
丁
目
）

森
本
勝
也
（
八
条
一
丁
目
）

〈
大
安
寺
西
地
区
〉

大
西
光
子
（
三
条
桧
町
）

勝
島
啓

司
（
大
森
西
町
）

木
村
稜
孔
（
恋
の

窪
一
丁
目
）

久
萬
那
枝
（
四
条
大
路

一
丁
目
）

栗
野
照
美
（
四
条
大
路
南

町
）

野
基
之
（
大
安
寺
西
一
丁
目
）

野
恒
代
（
恋
の
窪
三
丁
目
）

良

佳
（
大
森
西
町
）

田
中
仁
美
（
三
条

桧
町
）

本
順
子
（
三
条
栄
町
）

豊
住
榮
信
（
三
条
川
西
町
）

中
井
弘

司
（
大
安
寺
町
）

中
田
義
富
（
四
条

大
路
一
丁
目
）

本
井
明
美
（
恋
の
窪

二
丁
目
）

山
本
勝
行
（
四
条
大
路
南

町
）

〈
東
市
地
区
〉

石
木
敏
子
（
横
井
二
丁
目
）

今
里

文
子
（
八
島
町
）

岡
本
幸
子
（
横
井

三
丁
目
）

川
本
京
子
（
古
市
町
）

北
浦
由
美
子
（
古
市
町
）

紀
平
寛
治

（
古
市
町
）

木
村
あ
さ
み
（
古
市
町
）

久
堀
富
敏
（
横
井
二
丁
目
）

櫻
木
和

雄
（
古
市
町
）

鹿
野
サ
チ
子
（
鹿
野

園
町
）

杉
本
高
子
（
古
市
町
）

千

葉
香
代
子
（
古
市
町
）

中
尾
榮
子

（
古
市
町
）

中
尾
ヱ
ツ
子
（
古
市
町
）

中
川
多
香
子
（
古
市
町
）

橋
口
ヒ
サ

ヨ
（
古
市
町
）

藤
本
正
子
（
古
市
町
）

藤
本
正
勝
（
古
市
町
）

宮
本
和
美

（
古
市
町
）

宮
本
安
正
（
古
市
町
）

森
川
百
合
子
（
横
井
一
丁
目
）

森
下

紀
美
子
（
古
市
町
）

山
中
ス
ガ
子

（
古
市
町
）

吉
田
忠
（
藤
原
町
）

田
千
鶴
子
（
横
井
二
丁
目
）

〈
明
治
地
区
〉

石
田
祥
代
（
神
殿
町
）

太
田
貞
子

（
神
殿
町
）

梶
村
美
枝
子
（
神
殿
町
）

桐
山
利
雄
（
北
之
庄
町
）

坂
本
紀
美

子
（
北
永
井
町
）

秀
夫
（
神
殿
町
）

辰
巳
雅
則
（
北
永
井
町
）

中
島
紀
代

子
（
神
殿
町
）

仲
西
健
弌
（
神
殿
町
）

難
波
倭
文
子
（
神
殿
町
）

福
井
義
博

（
横
井
六
丁
目
）

藤
次
弘
（
北
永
井
町
）

藤
本
光
子
（
南
永
井
町
）

三
木
敬
子

（
南
永
井
町
）

宮
川
敏
（
神
殿
町
）

米
島
啓
造
（
出
屋
敷
町
）

〈
辰
市
地
区
〉

大
西
義
孝
（
東
九
条
町
）

阪
田
敏

（
杏
町
）

杉
浦
清
（
東
九
条
町
）

竹
田
正
代
（
東
九
条
町
）

辻
ノ
内
久

義
（
西
九
条
町
）

坪
井
和
枝
（
東
九

条
町
）

土
井
実
（
東
九
条
町
）

中

正
之
（
東
九
条
町
）

中
西
弘
子
（
杏

町
）

中
野
佳
秀
（
東
九
条
町
）

中

山
靖
昭
（
杏
町
）

西
口
清
（
杏
町
）

西
畑
茂
（
東
九
条
町
）

野
村
清
子

（
東
九
条
町
）

久
安
征
二
（
東
九
条
町
）

益
田
比
佐
子
（
東
九
条
町
）

丸
山
庸

誉
（
杏
町
）

森
下
隆
秋
（
東
九
条
町
）

吉
岡
晃
世
（
杏
町
）

田
太
三
（
東

九
条
町
）

田
清
兵
衛
（
西
九
条
町

二
丁
目
）

和
佐
信
子
（
東
九
条
町
）

〈
帯
解
地
区
〉

大
倉
郁
子
（
池
田
町
）

大
菅
駿

（
田
中
町
）

大
西
ト
モ
子
（
今
市
町
）

倉
本
京
子
（
今
市
町
）

小
林
安
義

（
山
町
）

辻
井
泰
和
（
田
中
町
）

橋

本
清
（
田
中
町
）

藤
本
宣
史
（
窪
之

庄
町
）

増
井
嘉
勝
（
山
町
）

山
口

英
昭
（
柴
屋
町
）

田
由
利
（
今
市

町
）

〈
精
華
地
区
〉

石
田
敬
子
（
中
畑
町
）

稲
野
玲
子

（
北
椿
尾
町
）

小
林
直
子
（
高
樋
町
）

鈴
木
裕
子
（
中
畑
町
）

西
森
良
純

（
高
樋
町
）

橋
本
眞
智
子
（
菩
提
山
町
）

前
田
久
子
（
米
谷
町
）

〈
平
城
地
区
〉

青
木
義
昭
（
秋
篠
早
月
町
）

池
田

友
子
（
敷
島
町
一
丁
目
）

井
上
修
子

（
山
陵
町
）

井
村
光
代
（
秋
篠
町
）

大
島
谷
博
之
（
中
山
町
）

大
野
邦
子

（
中
山
町
）

紙
谷
和
代
（
山
陵
町
）

紙
谷
美
智
子
（
秋
篠
町
）

坂
井
昌
子

（
秋
篠
町
）

阪
本
收
（
山
陵
町
）

笹

尾
正
道
（
押
熊
町
）

佐
野
弘
惠
（
秋

篠
三
和
町
二
丁
目
）

嶋
田
良
子
（
秋

篠
町
）

冨
本
安
雄
（
山
陵
町
）

中

島
弘
子
（
押
熊
町
）

中
谷
和
子
（
秋

篠
早
月
町
）

成
田
秋
雄
（
山
陵
町
）

西
澤
好
美
（
中
山
町
）

西
山
　
枝

（
秋
篠
三
和
町
一
丁
目
）

早
瀬
三
千
恵

（
秋
篠
町
）

平
田
宣
子
（
中
山
町
）

前
川
幸
子
（
中
山
町
）

松
本
敏
明

（
山
陵
町
）

溝
　
好
宣
（
敷
島
町
二
丁

目
）

森
本
た
か
子
（
秋
篠
新
町
）

家
城
貴
子
（
山
陵
町
）

吉

操
子

（
歌
姫
町
）

吉
田
俊
章
（
中
山
町
）

〈
伏
見
地
区
〉

大
垣
教
夫
（
疋
田
町
三
丁
目
）

岡

本
惠
美
子
（
西
大
寺
芝
町
一
丁
目
）

岡
本
加
奈
栄
（
西
大
寺
野
神
町
一
丁
目
）

岡
本
光
令
（
西
大
寺
新
田
町
）

岸
本

國
夫
（
疋
田
町
五
丁
目
）

木
村
豊
子

（
菅
原
町
）

木
本
美
智
子
（
若
葉
台
四

丁
目
）

齋
藤
佳
代
（
西
大
寺
国
見
町

一
丁
目
）

佐
伯
和
惠
（
若
葉
台
三
丁

目
）

柴
田
美
也
子
（
西
大
寺
国
見
町

一
丁
目
）

島
岡
尚
子
（
西
大
寺
国
見

町
二
丁
目
）

下
櫻
圭
子
（
西
大
寺
野

神
町
二
丁
目
）

中
島
百
合
子
（
西
大

寺
小
坊
町
）

中
西
ヒ
サ
子
（
疋
田
町

二
丁
目
）

西
田
清
吉
（
西
大
寺
新
田

町
）

橋
本
利
子
（
西
大
寺
小
坊
町
）

林
美
幸
（
西
大
寺
新
池
町
）

原
田
満

（
菅
原
町
）

平
本
英
彦
（
西
大
寺
国
見

町
一
丁
目
）

藤
田
智
映
子
（
菅
原
町
）

藤
村
陽
子
（
西
大
寺
新
田
町
）

松
本

惠
美
子
（
疋
田
町
一
丁
目
）

真
鍋
清

美
（
西
大
寺
芝
町
二
丁
目
）

宮
内
睦

栄
（
青
野
町
）
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〈
伏
見
南
地
区
〉

歌
川
修
（
宝
来
一
丁
目
）

江
夏
由

季
子
（
平
松
二
丁
目
）

小
川
惠
子

（
平
松
三
丁
目
）

岸
本
安
弘
（
五
条
一

丁
目
）

坂
口
正
彦
（
平
松
五
丁
目
）

中
城
町
子
（
平
松
一
丁
目
）

橋
爪
洋

代
（
平
松
四
丁
目
）

東
和
子
（
五
条

畑
二
丁
目
）

松
下
武
司
（
宝
来
二
丁

目
）

三
好
理
照
（
宝
来
三
丁
目
）

森
田
春
海
（
五
条
畑
一
丁
目
）

山
田

良
子
（
平
松
二
丁
目
）

吉
川
誉
子

（
宝
来
四
丁
目
）

〈
西
大
寺
北
地
区
〉

池
田
利
賢
（
西
大
寺
宝
ケ
丘
）

上

田
良
子
（
西
大
寺
竜
王
町
一
丁
目
）

岡
田
　
子
（
西
大
寺
本
町
）

片
山
博

文
（
西
大
寺
北
町
一
丁
目
）

亀
田
玲

子
（
西
大
寺
東
町
二
丁
目
）

北
岡
裕

子
（
西
大
寺
東
町
一
丁
目
）

小
泉
孝

子
（
西
大
寺
赤
田
町
二
丁
目
）

谷
川

友
子
（
西
大
寺
赤
田
町
一
丁
目
）

中

谷
茂
（
西
大
寺
本
町
）

西
井
敬
（
西

大
寺
新
町
二
丁
目
）

福
井
稔
（
西
大

寺
北
町
四
丁
目
）

村
田
武
子
（
西
大

寺
新
町
一
丁
目
）

山
岡
ひ
ろ
み
（
西

大
寺
新
池
町
）

山
中
朋
子
（
西
大
寺

宝
ヶ
丘
）

田
節
夫
（
西
大
寺
新
町

一
丁
目
）

〈
あ
や
め
池
地
区
〉

上
田
の
り
子
（
あ
や
め
池
北
三
丁
目
）

上
村
英
彦
（
あ
や
め
池
南
五
丁
目
）

瓜
生
徴
（
あ
や
め
池
南
三
丁
目
）

岡

村
次
男
（
あ
や
め
池
北
二
丁
目
）

小

田
喜
寛
（
あ
や
め
池
南
八
丁
目
）

金

子
恵
子
（
あ
や
め
池
北
三
丁
目
）

濱

口
節
子
（
あ
や
め
池
南
二
丁
目
）

林

美
江
（
あ
や
め
池
南
三
丁
目
）

藤
川

弘
子
（
あ
や
め
池
南
六
丁
目
）

松
岡

光
子
（
あ
や
め
池
南
七
丁
目
）

森
森

（
あ
や
め
池
南
四
丁
目
）

山
本

子

（
あ
や
め
池
南
一
丁
目
）

吉
川
好
胤

（
あ
や
め
池
南
一
丁
目
）

〈
鶴
舞
地
区
〉

後
迫
道
子
（
鶴
舞
東
町
）

大
倉
多

惠
（
学
園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

岡
田

栄
子
（
学
園
北
二
丁
目
）

加
野
幸
男

（
学
園
朝
日
元
町
二
丁
目
）

軽
部
美
智

子
（
学
園
朝
日
町
）

北
村
清
子
（
学

園
北
二
丁
目
）

北
山
昌
子
（
鶴
舞
東

町
）

小
山
次
子
（
鶴
舞
東
町
）

塩

見
み
ど
り
（
学
園
朝
日
町
）

竜
田
和

子
（
鶴
舞
東
町
）

冨
澤
幸
代
（
学
園

朝
日
元
町
一
丁
目
）

三
村
京
美
（
学

園
朝
日
町
）

宮
内
順
子
（
鶴
舞
東
町
）

宮
崎
和
子
（
学
園
朝
日
町
）

村
岸
好

江
（
学
園
朝
日
町
）

安
喜
順
子
（
学

園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

和
田
め
ぐ
み

（
学
園
朝
日
元
町
一
丁
目
）

〈
学
園
南
地
区
〉

石
丸
惠
三
（
学
園
南
三
丁
目
）

梶

浦
き
わ
み
（
学
園
南
三
丁
目
）

松

佳
子
（
学
園
南
二
丁
目
）

川
崎
義
博

（
学
園
南
二
丁
目
）

櫻
井
ヒ
ト
ホ
（
学

園
南
一
丁
目
）

杉
本
紀
代
子
（
学
園

南
一
丁
目
）

森
田
仁
司
（
学
園
南
二

丁
目
）

〈
学
園
三
碓
地
区
〉

有
本
和
子
（
学
園
大
和
町
六
丁
目
）

石
原
彰
子
（
三
碓
三
丁
目
）

打
込
明

子
（
西
千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

大
西
義

信
（
三
碓
六
丁
目
）

小
川
一
人
（
西

千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

奥
田
ひ
ろ
み

（
三
碓
三
丁
目
）

奥
野
侑
子
（
学
園
大

和
町
一
丁
目
）

川
上
志
郎
（
三
碓
一

丁
目
）

小
畑
敦
美
（
三
碓
三
丁
目
）

小
森
敦
夫
（
学
園
大
和
町
四
丁
目
）

中
村
昭
二
（
西
千
代
ケ
丘
三
丁
目
）

橋
本
彰
彦
（
学
園
大
和
町
三
丁
目
）

瀬
秀
子
（
学
園
中
三
丁
目
）

田

榮
子
（
学
園
大
和
町
二
丁
目
）

北
条

美
子
（
三
碓
一
丁
目
）

前
山
　
子

（
西
千
代
ケ
丘
一
丁
目
）

宮
武
成
夫

（
学
園
大
和
町
六
丁
目
）

村
上
明
子

（
学
園
大
和
町
二
丁
目
）

森
口
義
智

（
三
碓
四
丁
目
）

〈
登
美
ヶ
丘
地
区
〉

朝
見
和
美
（
西
登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

阿
部
紀
子
（
西
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

天
野
イ
ザ
ベ
ル
文
子
（
中
登
美
ヶ
丘
四

丁
目
）

漆
島
和
子
（
中
登
美
ヶ
丘
一

丁
目
）

岡
村
啓
史
（
中
登
美
ヶ
丘
一

丁
目
）

工
藤
益
子
（
西
登
美
ケ
丘
四

丁
目
）

佐
藤
彪
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁

目
）

島
岡
成
子
（
登
美
ケ
丘
一
丁
目
）

清
水
幸
子
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

白
石
雅
紀
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

瀬
崎
三
男
（
松
陽
台
二
丁
目
）

谷
口

訓
子
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

出
口

幸
子
（
西
登
美
ケ
丘
二
丁
目
）

野
間

利
夫
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

平
井

靖
信
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

福
井

純
子
（
中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

藤
村

秀
子
（
登
美
ケ
丘
二
丁
目
）

細
田

二
（
登
美
ケ
丘
三
丁
目
）

南
栄
子

（
西
登
美
ヶ
丘
二
丁
目
）

宮
本
光
之

（
松
陽
台
一
丁
目
）

三
好
道
雄
（
中
登

美
ヶ
丘
一
丁
目
）

村
田
知
子
（
中
登

美
ヶ
丘
一
丁
目
）

山
本
康
子
（
西
登

美
ケ
丘
三
丁
目
）

横
山
弘
美
（
中
登

美
ヶ
丘
一
丁
目
）

吉
岡
み
ね
子
（
中

登
美
ヶ
丘
四
丁
目
）

〈
富
雄
地
区
〉

東
正
良
（
富
雄
元
町
三
丁
目
）

上

城
戸
栄
子
（
富
雄
元
町
一
丁
目
）

岡

本
涼
子
（
富
雄
元
町
一
丁
目
）

貝
本

彦
（
富
雄
川
西
一
丁
目
）

楠
田
久

美
（
富
雄
北
一
丁
目
）

古
賀
敬
子

（
三
松
二
丁
目
）

橋
惠
子
（
富
雄
北

三
丁
目
）

谷
村
　
夫
（
三
松
一
丁
目
）

寺
川
仁
（
富
雄
北
二
丁
目
）

中
島
節

子
（
富
雄
川
西
一
丁
目
）

永
野
典
子

（
富
雄
元
町
二
丁
目
）

西
村
武
（
富
雄

北
三
丁
目
）

平
井
親
司
（
学
園
中
四

丁
目
）

井
洋
三
（
富
雄
北
一
丁
目
）

藤
澤
靖
明
（
富
雄
元
町
四
丁
目
）

藤

本
浩
子
（
富
雄
川
西
一
丁
目
）

松
村

雅
代
（
学
園
大
和
町
六
丁
目
）

松
山

基
則
（
三
松
三
丁
目
）

山

英
治

（
富
雄
北
一
丁
目
）

川
正
美
（
富
雄

元
町
一
丁
目
）

〈
富
雄
南
地
区
〉

青
木
鈴
子
（
中
町
）

大
川
紀
興

（
中
町
）

木
村
優
（
中
町
）

小
林
陽

（
藤
ノ
木
台
一
丁
目
）

佐
藤
弘
之
（
丸

山
一
丁
目
）

大
藤
親
（
青
垣
台
三
丁

目
）

谷
川
功
（
中
町
）

津
田
忠

（
学
園
中
一
丁
目
）

恒
川
　
夫
（
大
和

田
町
）

土
肥
ま
ち
子
（
藤
ノ
木
台
三

丁
目
）

中
川
弘
子
（
丸
山
二
丁
目
）

永
原
祐
子
（
千
代
ヶ
丘
二
丁
目
）

中

港
暉
一
（
藤
ノ
木
台
二
丁
目
）

丹
羽

孝
昭
（
千
代
ヶ
丘
三
丁
目
）

淵
常

彦
（
中
町
）

藤
原
サ
チ
子
（
千
代
ヶ

丘
一
丁
目
）

松
井
宏
彰
（
藤
ノ
木
台

二
丁
目
）

松
田
巧
（
藤
ノ
木
台
三
丁

目
）

水
谷
美
代
子
（
千
代
ヶ
丘
一
丁

目
）

三
谷
　
弘
（
藤
ノ
木
台
四
丁
目
）

森
田
空
美
（
中
町
）

安
村
美
江
（
菅

野
台
）

山
口
の
ぶ
子
（
中
町
）

吉

田
善
雄
（
石
木
町
）

〈
富
雄
第
三
地
区
〉

井
村
昌
司
（
帝
塚
山
三
丁
目
）

上

村
敦
子
（
帝
塚
山
南
二
丁
目
）

清
水

勝
子
（
帝
塚
山
南
四
丁
目
）

杉
岡
鈴

江
（
帝
塚
山
中
町
）

中
村
い
つ
子

（
帝
塚
山
四
丁
目
）

中
山
元
佑
（
富
雄

泉
ヶ
丘
）

馬
場
邦
昭
（
帝
塚
山
六
丁

目
）

福
井
登
紀
枝
（
帝
塚
山
一
丁
目
）

福
井
幸
子
（
帝
塚
山
南
二
丁
目
）

藤

田
俊
子
（
帝
塚
山
南
三
丁
目
）

松
瀬

恵
子
（
帝
塚
山
二
丁
目
）

松
本
眞
弓

（
帝
塚
山
二
丁
目
）

宮
本
惠
美
子
（
帝

塚
山
六
丁
目
）

山
岡
千
代
（
帝
塚
山

南
五
丁
目
）

渡
辺
亀
美
代
（
帝
塚
山

一
丁
目
）

〈
鳥
見
地
区
〉

天
安
サ
チ
子
（
鳥
見
町
四
丁
目
）

梅
田
正
（
三
松
ヶ
丘
）

榎
本
純
子

（
鳥
見
町
三
丁
目
）

岡
本
悠
紀
彦
（
鳥

見
町
四
丁
目
）

小
竹
久
仁
子
（
鳥
見

町
一
丁
目
）

小
林
和
子
（
鳥
見
町
四

丁
目
）

小
森
泰
子
（
鳥
見
町
一
丁
目
）

塩
貝
安
佐
子
（
鳥
見
町
四
丁
目
）

壇

辻
正

（
鳥
見
町
四
丁
目
）

筒
江
之

子
（
鳥
見
町
三
丁
目
）

西
村
ア
ヤ
子

（
鳥
見
町
四
丁
目
）

宮
本
宏
子
（
鳥
見

町
二
丁
目
）

室
家
洋
子
（
鳥
見
町
三

丁
目
）

森
孝
子
（
鳥
見
町
四
丁
目
）

山
口
季
水
子
（
鳥
見
町
一
丁
目
）
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〈
二
名
地
区
〉

雨
宮
三
郎
（
松
陽
台
三
丁
目
）

礒

谷
好
子
（
西
登
美
ヶ
丘
八
丁
目
）

上

野
嘉
子
（
西
登
美
ヶ
丘
七
丁
目
）

齋

藤
早
苗
（
西
登
美
ヶ
丘
一
丁
目
）

坂

本
明
善
（
二
名
平
野
一
丁
目
）

櫻
井

夫
佐
子
（
西
登
美
ヶ
丘
八
丁
目
）

白

原
保
子
（
西
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
）

曽

宮
伊
佐
惠
（
大
渕
町
）

田
中
敏
夫

（
西
登
美
ヶ
丘
六
丁
目
）

畑
敦
代
（
二

名
四
丁
目
）

田
マ
チ
子
（
二
名
二

丁
目
）

樋
室
冨
佐
子
（
西
登
美
ヶ
丘

六
丁
目
）

〈
青
和
地
区
〉

大
上
賀
津
子
（
学
園
緑
ヶ
丘
二
丁
目
）

北
原
加
壽
美
（
南
登
美
ヶ
丘
）

蔀
芳

枝
（
学
園
緑
ヶ
丘
三
丁
目
）

所
司
ト

シ
子
（
鶴
舞
西
町
）

高
階
二
三
子

（
南
登
美
ヶ
丘
）

津
上
泰
城
（
学
園
北

一
丁
目
）

土
庵
清
子
（
百
楽
園
二
丁

目
）

中
村
陽
子
（
百
楽
園
四
丁
目
）

中
本
ま
す
ゑ
（
南
登
美
ヶ
丘
）

西
谷

明
（
学
園
緑
ヶ
丘
二
丁
目
）

西
出
朋

子
（
百
楽
園
五
丁
目
）

西
山
ミ
サ

（
鶴
舞
西
町
）

原
義
子
（
鶴
舞
西
町
）

日
夏
寛
次
郎
（
百
楽
園
一
丁
目
）

南

千
秋
（
学
園
新
田
町
）

宮
田
茂
樹

（
鶴
舞
西
町
）

森
山
節
子
（
鶴
舞
西
町
）

〈
平
城
西
地
区
〉

青
山
勝
子
（
中
山
町
西
二
丁
目
）

今

井
道
彦
（
朝
日
町
二
丁
目
）

氏
家
敬
子

（
中
山
町
西
四
丁
目
）

柏
博
久
（
中
山

町
西
四
丁
目
）

仕
田
原
順
子
（
中
山
町

西
三
丁
目
）

田
中
壽
雄
（
中
山
町
西
三

丁
目
）

平
尾
定
代
（
朝
日
町
一
丁
目
）

安
田
和
子
（
朝
日
町
二
丁
目
）

山
　
淳

美
（
中
山
町
西
三
丁
目
）

〈
田
原
地
区
〉

大
東
俊
郎
（
誓
多
林
町
）

北
森
重

人
（
茗
荷
町
）

中
尾
キ
ミ
ヱ
（
矢
田

原
町
）

西
岡
一
朗
（
大
野
町
）

窪
勉
子
（
杣
ノ
川
町
）

西
田
幸
子

（
水
間
町
）

東
尾
淳
（
長
谷
町
）

東

村
豊
史
（
水
間
町
）

南
勝
美
（
別
所

町
）

〈
柳
生
地
区
〉

植
田
稔
（
興
ヶ
原
町
）

浦
紀
美
子

（
大
保
町
）

荻
田
精
吾
（
柳
生
町
）

岸
野
勉
（
柳
生
下
町
）

北
浦
悦
子

（
興
ヶ
原
町
）

欅
善
清
（
大
保
町
）

小
林
　
三
（
北
野
山
町
）

福
岡
裕
行

（
丹
生
町
）

福
　
智
子
（
柳
生
町
）

南
出
純
孝
（
邑
地
町
）

〈
大
柳
生
地
区
〉

秋
田
友
子
（
大
慈
仙
町
）

井
久
保

功
（
大
柳
生
町
）

中
政
子
（
大
柳

生
町
）

植
田
重
昭
（
阪
原
町
）

大

南
弘
（
大
柳
生
町
）

阪
口
利
子
（
大

平
尾
町
）

阪
田
　
男
（
阪
原
町
）

坊
正
弘
（
大
慈
仙
町
）

坊
垣
内
大
子

（
大
柳
生
町
）

松
村
圭
造
（
忍
辱
山
町
）

〈
東
里
地
区
〉

大
窪
成
子
（
須
川
町
）

奥
田
清

（
東
鳴
川
町
）

窪
田
三
重
子
（
須
川
町
）

小
林
勉
（
北
村
町
）

竹
井
友
英
（
生

琉
里
町
）

山
口
勝
（
須
川
町
）

山

本
美
智
子
（
須
川
町
）

〈
狭
川
地
区
〉

奥
田
雅
代
（
西
狭
川
町
）

芝
征
夫

（
下
狭
川
町
）

田
中
安
夫
（
西
狭
川
町
）

浦
一
（
下
狭
川
町
）

西
田
和
代

（
下
狭
川
町
）

田
義
教
（
下
狭
川
町
）

〈
神
功
地
区
〉

穴
見
千
惠
子
（
神
功
六
丁
目
）

岡

本
貞
夫
（
神
功
五
丁
目
）

田
口
好
美

（
神
功
一
丁
目
）

竹
本
千
鶴
（
神
功
三

丁
目
）

田
室
美
智
子
（
神
功
四
丁
目
）

近
泉
良
子
（
神
功
一
丁
目
）

戸
　

子
（
神
功
一
丁
目
）

西
嶋
和
子
（
神

功
二
丁
目
）

橋
本
友
子
（
神
功
一
丁

目
）

宮
地
厚
子
（
神
功
三
丁
目
）

〈
右
京
地
区
〉

沖
千
世
（
右
京
二
丁
目
）

加
藤
博

（
右
京
二
丁
目
）

石
孝
子
（
右
京
五

丁
目
）

田
中
絹
江
（
右
京
四
丁
目
）

谷
川
ヤ
ス
子
（
右
京
二
丁
目
）

谷
口

澤
子
（
右
京
五
丁
目
）

谷
本
芳
子

（
右
京
二
丁
目
）

田
村
富
美
子
（
右
京

二
丁
目
）

時
田
よ
し
子
（
右
京
五
丁

目
）

中
島
清
子
（
右
京
二
丁
目
）

永
原
芙
貴
子
（
右
京
三
丁
目
）

松
添

康
江
（
右
京
三
丁
目
）

三
國
良
子

（
右
京
五
丁
目
）

〈
朱
雀
地
区
〉

石
井
由
紀
子
（
朱
雀
二
丁
目
）

大

石
和
子
（
朱
雀
五
丁
目
）

大
城
戸
建

雄
（
朱
雀
六
丁
目
）

大
出
功
太
（
朱

雀
五
丁
目
）

奥
谷
滋
（
朱
雀
五
丁
目
）

澤
井
優
子
（
朱
雀
四
丁
目
）

田
遠
信

明
（
朱
雀
三
丁
目
）

久
和
子
（
朱

雀
三
丁
目
）

平
田
純
子
（
朱
雀
二
丁

目
）

古
川
千
鶴
子
（
朱
雀
一
丁
目
）

森
田
一
男
（
朱
雀
五
丁
目
）

山
下
雄

司
（
朱
雀
五
丁
目
）

〈
左
京
地
区
〉

安
達
行
雄
（
左
京
二
丁
目
）

荒
木

由
紀
（
左
京
二
丁
目
）

上
東
博
子

（
左
京
一
丁
目
）

大
澤
成
光
（
左
京
四

丁
目
）

荻
野
末
子
（
左
京
三
丁
目
）

鶴
岡
知
子
（
左
京
一
丁
目
）

中
田
晴

美
（
左
京
三
丁
目
）

原
田
桂
輔
（
左

京
三
丁
目
）

守
屋
香
代
子
（
左
京
二

丁
目
）

〈
月
ヶ
瀬
地
区
〉

稲
森
源
治
（
月
ヶ
瀬
石
打
）

中

悦
子
（
月
ヶ
瀬
嵩
）

岩
田
文
祥
（
月

ヶ
瀬
尾
山
）

上
田
由
姫
子
（
月
ヶ
瀬

石
打
）

上
ノ
本
泰
子
（
月
ヶ
瀬
桃
香

野
）

辰
巳
洋
子
（
月
ヶ
瀬
月
瀬
）

�
家
眞
（
月
ヶ
瀬
桃
香
野
）

西
原
勝

代
（
月
ヶ
瀬
長
引
）

〈
都
祁
地
区
〉

井
岡
旦
（
小
倉
町
）

井
上
秀
子

（
藺
生
町
）

浦
巽
正
人
（
荻
町
）

川

端
友
子
（
針
町
）

阪
上
美
代
子
（
都

祁
友
田
町
）

城
岡
康
子
（
都
祁
白
石

町
）

次
田
博
（
都
祁
白
石
町
）

成

本
と
も
子
（
都
祁
小
山
戸
町
）

西
田

周
祐
（
都
祁
甲
岡
町
）

西
田
美
智
子

（
都
祁
甲
岡
町
）

保
仙
昭
順
（
都
祁
吐

山
町
）

堀
上
和
子
（
都
祁
白
石
町
）

水
口
壽
一
（
小
倉
町
）

向
井
春
子

（
下
深
川
町
）

山
下
敬
輔
（
都
祁
こ
ぶ

し
が
丘
）

前
田
廣
久
（
菅
野
台
）
一
万
円
　
▼
国

際
ゾ
ン
タ
奈
良
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
　
十
万
円

▼
谷
村
光
洋
（
北
之
庄
町
）
お
も
ち
ゃ

▼
海
下
玉
枝
（
宝
来
二
丁
目
）
十
万
円

▼
増
田
才
英
（
若
葉
台
四
丁
目
）
一
万
円

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
奈
良
第
八
団
　
二
万

四
千
二
百
八
十
六
円
　
▼
鍵
田
富
子
（
雑

司
町
）
一
万
十
一
円
　
▼
伊
藤
公
正
（
菅

原
町
）
十
万
円
　
▼
大
和
信
用
金
庫
西
大

寺
支
店
　
二
万
六
千
九
百
七
円
　
▼
大
和

交
通
譁
西
ノ
京
営
業
所
従
業
員
一
同
　
五

千
四
十
円
　
▼
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
大

和
会
　
五
万
五
千
九
百
六
十
円
　
▼
真
如

苑
　
五
十
万
円
　
▼
奈
良
仏
教
徒
・
キ
リ

ス
ト
教
徒
有
志
　
二
十
二
万
円
　
▼
前
田

て
つ
へ
（
六
条
西
二
丁
目
）
ホ
ー
ム
カ
バ

ー
　
▼
廣
田
久
義
（
山
陵
町
）
五
千
円

▼
富
雄
北
三
丁
目
第
三
自
治
会
　
六
千
六

百
円
　
▼
吉
岡
耕
藏
（
山
陵
町
）
五
千
円

▼
飛
鳥
地
区
自
治
連
合
会
・
飛
鳥
地
区
婦

人
会
　
九
万
円
　
▼
古
市
町
西
共
同
浴
場

利
用
者
一
同
　
二
万
千
七
百
四
十
一
円

▼
西
口
冨
美
子
（
山
陵
町
）
七
千
七
百
円

指
定
寄
付

東
市
地
区
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

十
七
万
五
千
四
百
四
十
八
円
　
▼
お
が
わ

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
五
十
万
円
　
▼
敷
島

町
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
　
四
千
百
三
十
四
円

▼
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
奈
良
　
六
万

八
千
八
十
円
　
▼
中
川
清
隆
（
都
祁
南
之

庄
町
）
十
万
円
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
奈

良
第
二
団
　
三
万
六
百
五
十
四
円
　
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
奈
良
第
十
八
団
　
四
万
円

▼
飛
鳥
地
区
自
治
連
合
会
・
飛
鳥
地
区
婦

人
会
　
一
万
円

12月分 

（
敬
称
略
）
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【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
3
月
の
休
館
日
】
3
日
・
10
日
・
17
日
・
20
日
・
24
日
・
31
日

◆「平城遷都1300年祭　実施基本計画（案）」が
まとまりましたので、意見や提案を募集します
内容は、県政情報コーナー、記念事業協会ホーム

ページ、市企画政策課・出張所・行政センターなど
で閲覧できます。
【応募方法】住所、氏名、年齢、性別、意見を書いて、
３月12日までに同協会へ。送付、ＦＡＸ、ホームページ
の入力フォームからも可。

【問合せ】
＜平城遷都1300年記念事業協会＞
〒630-8113法蓮町757 県法蓮庁舎
蕁０７４２－２３－２０１０ 薨０７４２－２７－５８０５
ＵＲＬ：http://www.1300.jp
＜市企画政策課＞
蕁０７４２－３４－４７８６

◆マスコットキャラクターの
愛称募集

【応募方法】はがきかＦＡＸ、ホ
ームページの入力フォームに愛称
と理由、住所、氏名、年齢、性別、
電話番号を書いて、３月12日必着
で同協会へ。一枚に１点限り。

平城
へいじょう

遷都1300年記念事業　関連情報

①天平行列
天平衣装をまとい、会場内を行列しましょう。

【と　き】５月３日豢 午前８時半～午後３時
【定　員】上記時間に終始参加できる人200人。

多い場合は抽選
【その他】衣装はこちらで決めます
②当日ボランティア
期間中、平城遷都祭運営のお手伝いをしませんか。

【と　き】５月３日豢・４日豢 午前９時～午後５時。
一日のみの参加も可

【内　容】種々イベントのサポート

平城
な ら

遷都祭　参加者募集

5月3日豢・4日豢に
平城宮跡で開催する
「平城遷都祭」に参加
しませんか。

【申　込】はがき、ＦＡＸ、Ｅメールに①②の別（②
は希望日）、住所、氏名、年齢、性別、連絡先を書
いて、３月31日までに同実行委員会事務局（〒630-
8580二条大路南一丁目１－１　観光課内　蕁０７４
２－３４－５１３５　薨０７４２－３５－６８２２
Ｅメール：fm-8@narashikanko.jp）へ。

※平城宮跡をめざして歩く「遷都ウォーク」も開催する予
定です。
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入
江
泰
鐡
記
念
奈
良
市
写
真
美
術
館
は
改
修
工
事
の
た
め
、
3
月
20
日
ま
で
は
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
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問
合
せ
先
の
記
載
が
な
い
催
し
の
お
問
合
せ
は
、
各
実
施
施
設
へ
。

ならチェンバーオーケストラ20周年記念演奏会

市民のみなさんに身近にクラシック音楽を楽しんでも
らおうと昭和62年から続けているならチェンバー演奏会
は、今年20周年を迎えました。これを記念して、１月19
日になら100年会館で特別演奏会を開催しました。
市制100周年を記念して作曲家の小六禮次郎

こ ろ く れ い じ ろ う

さんに作
曲を依頼した「ファンタジア奈良」を同オーケストラが、
市長が選曲したモーツァルト作曲「ピアノ協奏曲第23番」
をオーデションで選ばれた若手ピアニストの若井亜妃子
さんがオーケストラをバックに見事に弾きこなし、聴衆
を魅了しました。
他にも、ならチェンバー友の会の投票で選ばれたベー

トーベン作曲「交響曲第７番」など、20周年にふさわし
い盛りだくさんなプログラムと息の合った演奏に、満員
の会場からは惜しみない拍手が送られました。

【と き】４月20日豸　午前９時～
【と こ ろ】ならやま屋内温水プール（左京五丁目）
【資 格】４月１日現在16歳以上で、７月６日開催の県

民体育大会に出場できる人
【競技種目】中学卒業～19歳未満、19歳～30歳未満、30歳

～40歳未満、40歳～50歳未満、50歳～60歳未
満、60歳以上の各男女の自由形、平泳ぎ、バ
タフライ、背泳ぎ、個人メドレー。一人１種
目限り。
＊各種目ごとで距離等が異なるため、スポー
ツ課備え付けの実施要項でご確認ください。

【申 込】所定の申込書かはがきに住所、氏名、電話番
号、性別、生年月日、参加種目とエントリー
タイムを書いて、４月４日必着で同課へ。

【問 合 せ】スポーツ課（〒630-8580二条大路南一丁目
１－１　蕁０７４２－３４－４８６２）

県民体育大会（水泳競技会）
奈良市予選会

文化情報ニュース

楽しいクラシックで優雅なひとときを
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結
核
住
民
検
診

対
象
…
65
歳
以
上
の
人
　
▼
と
き
…
３

月
15
日
貍
午
前
９
時
半
〜
10
時
半
　
▼
と

こ
ろ
…
総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
　
▼
内

容
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
　
▼
申
込
…

電
話
で
前
日
ま
で
に
保
健
所
保
健
予
防
課
へ
。

健
康
講
座
腰
か
ら
く
る

脚
の
痛
み
や
し
び
れ
」

と
き
…
３
月
28
日
貊
午
後
２
時
〜
３
時

25
分
　
▼
と
こ
ろ
…
市
医
師
会
館
（
総
合

医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
東
隣
）

▼
講
師
…

整
形
外
科
医
の
山
本
聡
さ
ん
　
▼
申
込
…

不
要
　
▼
問
合
せ
…
総
合
医
療
検
査
セ
ン

タ
ー
。
手
話
通
訳
あ
り
。

市
立
奈
良
病
院

認
知
症
を
理
解
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
を

と
き
…
３
月
22
日
貍
午
後
１
時
〜
２
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
同
病
院
　
▼
講
師
…
同

病
院
神
経
内
科
部
長
　
▼
内
容
…
認
知
症

の
原
因
と
な
る
病
気
に
つ
い
て
　
▼
定
員

…
70
人
　
▼
申
込
…
不
要
　
▼
問
合
せ
…

同
病
院
地
域
医
療
連
携
室

※
駐
車
場
（
有
料
）
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

２
０
日
な
ら

あ
お
に
よ
し
コ
ー
ス

と
き
…
３
月
20
日
豢
午
後
１
時
半
〜
４

時
。
午
前
11
時
の
時
点
で
雨
天
の
場
合
は

中
止
。
当
日
実
施
の
問
合
せ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ

レ
ド
ー
ム
（
蕁
０
１
８
０
―
９
９
７
―
０

０
２
）

▼
と
こ
ろ
…
平
城
宮
跡
朱
雀
門

前
集
合
、
市
役
所
解
散
　
▼
内
容
…
約
７

km
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
菅
原
天
満
宮
〜
唐

招
提
寺
〜
尼
辻
西
の
京
方
面
）。
観
光
ガ

イ
ド
あ
り
　
▼
申
込
…
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
薨
0742
―
34
―
３
１
４
５
・
催
し
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
）、

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
３
月
18
日
ま

で
に
健
康
増
進
課
へ
。詳
細
は
後
日
通
知
。

フ
ッ
化
物
塗
布

対
象
…
平
成
17
年
８
月
生
ま
れ
の
子

（
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
申
込
可
）

▼
と
き

…
４
月
18
日
貊
午
前
10
時
〜
11
時
半
、
午

後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
　
▼
申
込
…
往
復
は
が
き

（「
フ
ッ
化
物
塗
布
」、
住
所
、
世
帯
主
名
、

電
話
番
号
、幼
児
名
、生
年
月
日
を
記
入
）、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
３
月
25
日
ま
で
に
健

康
増
進
課
へ
。

５
か
月
児
ぱ
く
ぱ
く
教
室（
離
乳
食
）

対
象
…
平
成
19
年
11
月
生
ま
れ
の
子
と

保
護
者
　
▼
と
き
…
４
月
９
日
貉
・
23
日

貉
午
前
10
時
半
（
多
い
場
合
は
９
時
半
か

ら
も
実
施
）

▼
と
こ
ろ
…
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
栄
養
士
に
よ
る
離
乳

食
の
講
話
、
保
健
師
に
よ
る
子
育
て
に
つ

い
て
の
講
話
　
▼
持
物
…
母
子
健
康
手

帳
、
４
か
月
児
健
診
通
知
に
同
封
の
離
乳

食
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
　
▼
申
込
…
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
薨
0742
―
34
―
３
１
４
５
・

教
室
名
、
参
加
者
の
氏
名
、
子
ど
も
の
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
日
を
記
入
）

で
３
月
31
日
ま
で
に
健
康
増
進
課
へ
。

む
し
歯
予
防
の
た
め
に

フ
ッ
化
物
塗
布

5
か
月
児
ぱ
く
ぱ
く

教
室
（
離
乳
食
）

結
核
住
民
検
診

市
立
奈
良
病
院
公
開
講
座

◆ページ上部以外の施設の問合せ一覧
中央保健センター（二条大路南一丁目 蕁0742-34-1111）
月ヶ瀬福祉センター（月ヶ瀬尾山 蕁0743-92-0480）
都祁保健センター（都祁白石町 蕁0743-82-0341）
総合医療検査センター（メディカルなら）

（柏木町蕁0742-33-7876）
市立奈良病院（東紀寺町一丁目 蕁0742-24-1251）

保健所保健予防課 〒630-8325 西木辻町200 - 46 蕁0742 - 23 - 6173

健
康
講
座「
腰
か
ら
く
る

脚
の
痛
み
や
し
び
れ
」

毎
月
20
日
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り

健診名 と　　き 対　象 ところ

4か月児健診
満４か月になった日から１か月
以内に受診してください

平成19年12月生まれ
の子

市内指定
医療機関

1歳7か月児
健診

４月３日・10日・17日・24日の
木曜日
受付は午後１時15分～２時15分

平成18年８月生まれ
の子

中央保健
センター

3歳6か月児
健診

４月１日・８日・15日・22日の
火曜日
受付は午後１時15分～２時15分

平成16年９月生まれ
の子

中央保健
センター

持物…問診票、母子健康手帳。問診
票は３月中旬に送付しますが、３月１
日以降の転入者などで届かない人は当
日直接会場へ（４か月児健診は健康増
進課へ連絡） 蜷問合せ…健康増進課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.c
ity
.n
a
ra
.n
a
ra
.jp

）
の
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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す
く
す
く
相
談

対
象
…
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
が
い
る

保
護
者
　
▼
と
き
…
３
月
24
日
豺
、
４
月

25
日
貊
午
後
１
時
半
〜
４
時
。
一
人
30
分

程
度
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
…
心
理
相
談
員
に
よ
る
子
ど
も
の

発
達
相
談
　
▼
持
物
…
母
子
健
康
手
帳

▼
申
込
…
電
話
で
健
康
増
進
課
へ
（
時
間

は
申
込
時
に
連
絡
）。

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導

保
健
師
や
助
産
師
が
必
要
に
応
じ
て
家

庭
を
訪
問
し
、
健
康
・
育
児
の
相
談
や
助

言
を
し
ま
す
。

対
象
…
妊
産
婦
、
新
生
児
と
そ
の
保
護

者
　
▼
申
込
…
妊
産
婦
は
電
話
で
、
新
生

児
・
産
後
１
年
未
満
の
産
婦
は
母
子
健
康

手
帳
の
新
生
児
は
が
き
か
電
話
で
健
康
増

進
課
へ
。

※
事
前
に
連
絡
し
て
か
ら
訪
問
し
ま
す
。

物
品
販
売
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

各
種
予
防
接
種

〈
次
の
予
防
接
種
を
個
別
方
式
で
行
い
ま
す
〉

◆
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
（
三
種
混
合
）

今
月
通
知
す
る
子
…
平
成
19
年
12
月
生

ま
れ
の
子
　
▼
そ
の
他
受
け
ら
れ
る
子
…

接
種
が
未
完
了
の
７
歳
６
か
月
未
満
の
子

※
接
種
間
隔
を
守
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

今
月
通
知
す
る
子
…
平
成
19
年
12
月
生

ま
れ
の
子

▼
そ
の
他
受
け
ら
れ
る
子
…

未
接
種
の
生
後
３
〜
６
か
月
未
満
の
子

◆
麻
し
ん
・
風
し
ん

今
月
通
知
す
る
子
…
平
成
19
年
３
月
生

ま
れ
の
子
　
▼
そ
の
他
受
け
ら
れ
る
子
…

未
接
種
の
①
１
〜
２
歳
未
満
の
子
②
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
子

【
受
け
方
】
通
知
書
を
持
っ
て
取
扱
医
療

機
関
で
接
種
日
を
予
約
し
、
予
診
票
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
読
ん
で
、
通
知
書
・
予
診

票
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

通
知
書
が
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

転
入
な
ど
で
、
通
知
書
が
な
い
人
は
、
健

康
増
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課

胃
が
ん
・
肺
が
ん
健
診
は
5
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
健
康
増
進
課
へ
。

各
種
予
防
接
種

健 康 市役所（健康増進課・介護福祉課）〒630-8580 二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 -1111豎

す
く
す
く
相
談

◆ 閉じこもりとは？
寝たきりなどでない人がほとんど外出せずに過ごし

ている状態のことです。週に１回も外出してない人は
閉じこもりと言えます。

◆ 閉じこもりを防ぐためのヒント
・規則正しいリズムの生活を
・積極的に外へ出てみる
・一日30分以上体を動かす
・自分でやれることは自分でやる
・趣味を楽しむ
・ボランティア活動に参加してみる

閉じこもり自体は病気ではありませんが、閉じこも
りがちな生活が身体機能を低下させ、要介護状態を招
きやすくなると考えられています。また、うつになる
と日常生活全般にわたって消極的になり、健康状態や
疾病を悪化させやすくするなど、心身両面に悪影響を
与えるため注意が必要です。

● うつとは？
誰でもなる可能性のある病気ですが、特に高齢者は

配偶者や友人との死別、仕事の役割がなくなるなど、
喪失感を抱きやすい出来事が多いため、うつ状態にな
りやすくなります。

＊２項目以上に当てはまり、日常生活に支障が出てい
る場合は、うつの可能性があります。

● うつは治療が必要な病気です
うつは自然に治るものでも自分

で何とかできるものでもありませ
ん。苦しい心をひとりで抱えずに、
「おかしいな」と思ったら医療機
関で治療を受けましょう。

【問合せ】介護福祉課、お近くの地域包括支援センター

はじめましょう！介護予防！！

あなたの心の健康度（うつ）をチェック
（最近２週間の自分の様子を答えてみてください）

１．毎日の生活に充実感がない　

２．以前は楽しんでできたことが楽しめなくなった

３．以前は楽にできていたことがおっくうに感じら

れる

４．自分が役に立つ人間だと思えない

５．わけもなく疲れたような感じがする

妊
産
婦
・
新
生
児

訪
問
指
導

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

第
2
期
は
接
種
し
ま
し
た
か
？

今
年
も
麻
し
ん
流
行
の
兆
し
が
あ
り
ま
す

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
対
策
を
よ

り
一
層
強
化
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
２

回
接
種
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
対
象
（
平
成
13
年
4
月
2
日
〜
14

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
子
に
は
既
に

通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
子
で
未
接
種
の
場
合
は
、
母

子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
3
月
31
日
ま

で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
（
要
通
知
書
・

要
予
約
）。

閉じこもり・うつに
　　　　　気をつけましょう
閉じこもり・うつに閉じこもり・うつに
　　　　　　　　　　気をつけましょう気をつけましょう
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み
ん
な
困
っ
て
い
ま
す
！
あ
な
た
の
勝
手
な
行
動
で
。
飼
い
犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

と き と こ ろ

4/2貉

9:30～10:40 都跡連絡所

11:10～12:00 京西公民館平松分館

13:30～14:30 なら100年会館北側駐輪場

15:00～16:00 十津川村役場奈良出張所

4/3貅

9:45～10:30 都祁農畜産物処理加工施設駐車場

11:00～12:00 都祁体育館

13:30～14:30 都祁福祉センター

15:00～16:00 吐山公民館

4/7豺

9:30～10:30 伏見連絡所

11:00～12:00 みささぎ会館

13:30～14:30 青山七丁目街区公園

15:00～16:00 佐保台集会所

4/8貂

9:30～10:30 富雄南公民館

11:00～11:30 丸山第２号街区公園

13:00～14:00 学園朝日町・学園朝日元町公民館

14:30～15:30 伏見公民館あやめ池分館

4/9貉

9:30～10:00 横井人権文化センター

10:30～11:30 南部公民館

13:30～14:30 中山町西二丁目第１号街区公園

4/10貅

9:30～10:15 田原公民館

10:30～10:50 田原公民館水間分館

11:20～12:00 柳生公民館

13:30～13:40 尾羽根バス停前

13:55～14:05 大保バス停前

14:20～14:35 丹生町バス停前

14:55～15:05 市立柳生診療所

4/14豺

9:30～10:30 登美ヶ丘近隣公園

11:00～12:30 二名公民館

14:00～15:00 帝塚山中町第１号街区公園

15:30～16:30 鳥見第６号街区公園

4/15貂 10:00～10:50 石打集落センター

と き と こ ろ

4/15貂

11:00～11:40 尾山農業者研修センター

13:00～13:20 長引総合会館

13:30～13:40 月ヶ瀬観光会館

13:50～14:10 月瀬生活改善センター

14:20～15:00 桃香野集落センター

4/16貉

9:30～9:40 中ノ川町集会所

10:00～10:15 北村バス停前

10:30～10:50 興東公民館東里分館

11:05～11:25 県農協奈良東里支店旧狭川出張所

11:40～12:00 南明寺境内

13:30～14:00 興東公民館

14:15～14:25 忍辱山町集会所

14:40～14:50 大慈仙町公民館

4/17貅

9:30～10:40 京西公民館

11:10～12:00 市立奈良診療所前

13:30～14:30 北部会館

15:00～16:00 平城東公民館

4/21豺

9:30～10:00 精華連絡所

10:30～11:30 東市連絡所

13:00～14:00 県青少年会館

14:30～15:00 鼓阪人権文化センター

4/22貂

9:30～10:50 平城公民館

11:10～12:10 なかやま会館

13:30～15:00 学園大和第１号街区公園

15:30～16:00 七条西町記念集会所

4/23貉

9:30～10:30 ならまちセンター

11:00～12:00 春日公民館大安寺分館

14:00～15:00 西登美ヶ丘北街区公園

4/24貅

9:30～10:30 辰市人権文化センター

11:00～12:00 明治連絡所

13:30～15:30 保健所

狂 犬 病 予 防 集 合 注 射 と 犬 の 登 録
生後91日以上の犬は1年に1回狂犬病予防注射を受けましょう

次の日程で行います。犬には首輪・口輪を付け、慣れた人が連
れてきてください。犬の状態により注射できない場合があります。
下記の日程で受けられない場合は、動物病院で受けてください。

※犬の登録も受け付けます。飼い主には、犬の生涯に1回登録する
ことが法律で義務づけられています。保健所、出張所、行政セン
ター、連絡所でも随時受け付けています。

【料金】集合注射は3,200円、登録は3,000円
【持物】登録している場合は３枚綴りの狂犬病予防注射通知はが

き、未登録の場合は住所・氏名・電話番号・犬の種類・
犬の生年月日を書いたメモ用紙

【問合せ】保健所生活衛生課（蕁０７４２－２３－６１７２）
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◆文化のつどい
とき…３月23日豸午後１時　蜷ところ

…中部公民館（上三条町） 蜷内容…視
覚障がい者でつくる舞台、高石ともやコ
ンサート　蜷費用…一般1,500円、学生
1,000円　蜷問合せ…同つどいの上岡さん
（蕁０５０－５５３９－９９８４）
◆カナダ人講師による英会話
とき…３月３日～24日の毎週月曜日①

入門コース＝午後１時②初級コース＝午
後３時③中級コース＝午後４時。各50分
蜷ところ…譖まちづくり国際センター奈
良事務所（学園北一丁目） 蜷定員…各
８人。いずれか１日、２コースまで可。
多い場合は抽選　蜷問合せ…同センター
（蕁０７４２－４３－０６０９）
◆中国語・中国文化講座
4月～9月開催分 中国語…初・中級・

会話＝29,500円、入門＝34,000円　蜷中国
文化（漢文）…9,000円　蜷二胡…20,000
円　蜷太極拳…月4,000円　蜷問合せ…奈
良日中友好学院（蕁０７４２－２７－２
７２２）
◆奈良ベンチャークラブ認証25周年記念
水谷修講演会
とき…５月９日貊午後２時～３時半

蜷ところ…なら100年会館（三条宮前町）
蜷締切…４月15日　蜷問合せ…同事務局
（蕁０８０－６１７３－９４０４）
◆柳生さくら祭
とき…４月５日貍・６日豸 蜷ところ

…柳生陣屋跡一帯　蜷内容…柳生新陰流
の実演、各地区太鼓の共演、民謡、舞踊、
アマチュアバンドの発表、無農薬野菜の
販売、手作り市、フリーマーケット、餅
つき（千本つき）、草笛体験など　蜷問合
せ…柳生観光協会（蕁０７４２－９４－
０００２）

◆あそびの城
蜷とき・内容…①３月12日貉午後２時

40分～４時40分・影絵を見よう、作って
うつそう②３月22日貍午後１時半～３時
半・絵をかいて「秋篠川夜桜祭」に飾ろ
う　蜷ところ…グリーンホール（登美ヶ
丘公民館東隣）他　蜷問合せ…橋本さん
（蕁０７４２－４４－９５６６）
◆ネイチャーウォッチング
とき…３月16日豸午前９時半～午後３

時　蜷コース…興福寺五重塔～飛火野～
飛鳥公民館　蜷内容…自然観察、クラフ
ト体験　蜷対象…小・中学生とその家族
蜷費用…100円　蜷締切…３月11日　蜷問
合せ…市青少年指導員連絡協議会の権藤
さん（蕁０９０－１７１９－４１８３）
◆県立奈良西養護学校スクールバス
介助員を募集
募集期間…３月３日豺～25日貂 蜷仕

事内容…スクールバス通学時の児童生徒
の介助・安全確保　蜷勤務時間…原則と
して午前６時50分～９時10分、午後３時
～５時10分　蜷問合せ…県教育委員会事
務局学校教育課（蕁０７４２－２７－９
８５６）
◆平城宮跡こども歴史体験教室
とき…５月～来年２月の毎月第２土曜

日の午前中　蜷ところ…平城宮跡資料館
講堂（佐紀町） 蜷定員…小学４～６年
生20人。多い場合は抽選。保護者同伴可
蜷費用…材料費等　蜷締切…３月31日
蜷問合せ…ＮＰＯ法人平城宮跡サポート
ネットワーク（蕁０７４２－３４－７７
１３）
◆寧楽文化講座シリーズ
とき…３月８日貍午後１時半～３時半

蜷ところ…中部公民館（上三条町） 蜷
講師・演題…奈良教育大学学長の柳澤保
徳さん「教員の養成百三十年」 蜷定員
…250人　蜷費用…500円　蜷締切…３月
５日　蜷問合せ…青垣サロン＆同講座事
務局（蕁０７４２－６１－３５２５）
◆不動産無料相談会
とき…４月１日貂午前10時～午後３時

蜷ところ…譖県不動産鑑定士協会（大宮
町五丁目） 蜷内容…一般・税務相談ほ
か　蜷問合せ…同協会（蕁０７４２－３
５－６９６４）

◆奈良フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会
とき…３月23日豸午後１時半　蜷とこ

ろ…県文化会館（登大路町） 蜷費用…
大人3,500円、高校生以下2,000円（当日は
500円増） 蜷内容…ストラヴィンスキ
ー：組曲「火の鳥」（1919版）、ブラーム
ス：ヴァイオリンとチェロのための二重
協奏曲、ベートーヴェン：交響曲第８番
蜷出演…指揮：秋山和慶、ヴァイオリ
ン：岩谷祐之、チェロ：西谷牧人　蜷問
合せ…同事務局（蕁０７４３－５７－２
２３５）
◆日韓観光交流年記念慶州さくらウォーク大会
とき…４月５日貍 蜷ところ…韓国慶

州市　蜷種目…５㎞、10㎞　蜷費用…
3,000円。交通費・宿泊費等は実費　蜷締
切…３月24日　蜷問合せ…同大会事務局
（蕁０９２－４８３－５７７０）
◆女性のための健康講座
とき…３月８日貍午後２時～４時　蜷

ところ…学園前ホール（学園南三丁目）
蜷講師・演題…県立医科大学産婦人科学
教室准教授の大井豪一さん「子宮がん検
診～これを聞けば　がんにはならない
～」、県立医科大学産婦人科学教室助教の
佐道俊幸さん「中高年女性の健康管理～
更年期以降を健康に過ごすために～」
蜷申込…不要　蜷問合せ…県産婦人科医
会の抜井さん（蕁０７４４－２２－８５０２）
◆オリエンテーリング大会
とき…３月８日貍・９日豸午前８時～

正午　蜷ところ…県立青少年野外活動セ
ンター（都祁吐山町）。近鉄奈良駅周辺か
ら臨時バスあり　蜷費用…500円　蜷問合
せ…同大会実行委員会の吉野さん（蕁０
９０－８３７５－５７２６）
◆こころの講演会
とき…３月15日貍午後２時半～４時半

蜷ところ…中部公民館（上三条町） 蜷
講師・演題…臨床心理士の阪中順子さん
「子どもの自殺予防」 蜷費用…500円
蜷申込…不要　蜷問合せ…こもれびの森
本さん（蕁０７４３－６９－６２６２）
◆筆まつり
とき…３月20日豢午前10時～午後３時

蜷ところ…菅原天満宮（菅原町） 蜷問
合せ…奈良毛筆協同組合（蕁０７４２－
２２－３０２４）

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
指
定
の
期
間
は
、

い
ず
れ
も
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

【
問
合
せ
】
各
所
管
課

施設の名称 指定管理者 期間 所管課

ボランティアセンター 譛奈良キリスト教青年会 ２年間 市民参画課

柳生・田原診療所 譖地域医療振興協会 ３年間 病院事業課

自転車駐車場５施設 関西美建譁 ５年間 地域安全課

ならまち格子の家 譖奈良まちづくりセンター ３年間

観光課
転害門前観光駐車場 譛市駐車場公社 ５年間

なら奈良館 ＮＰＯ法人なら・観光ボランティアガイドの会 ３年間

都祁温泉フィットネスバード譁都祁総合開発 ５年間

西部会館市民ホール 国際ライフパートナー譁 ５年間
文化国際課

北部会館市民文化ホール 譛市文化振興センター ５年間

梅の郷月ヶ瀬温泉 月ヶ瀬商工会 ５年間 月ヶ瀬行政センター庶務課

黒髪山キャンプフィールド 奈良市黒髪山キャンプフィールド運営協議会 ５年間 生涯学習課

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

（
公
募
結
果
）
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（
仮
称
）
市
地
域
安
全
条
例
案
に
対
す
る
意
見
募
集
の
結
果
を
3
月
4
日
頃
に
地
域
安
全
課
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

「おはよう　おかえり　こんにちは　声かけ　気にかけ　笑顔かけ」

【問合せ】地域安全課（蕁0742ー34ー4719）

提言は、「自らの安全は自ら守り、地域の
安全は地域で守る」という意識と、地域コ
ミュニティの重要性を強調したものです。
この提言を尊重した条例を市議会に上程

します。

◆ 市地域安全条例等策定委員会が条例案を提言
これまで7回にわたり条例に関する検討を

重ねてきた同委員会が、1月23日に、藤原
市長に条例案の提言を行いました。

（写真：委員長から提言書を受け取る藤原市長）

◆ セーフティステーション活動中
市商店街振興会では「セーフティステーション」を設置し、

子ども・お年寄り・女性が危険を感じた時に加盟店へ駆け込
めるようにしました。

商店街が防犯で連携する事例はありますが、すべての店舗
が協力するような大規模な連携は珍しく、各地から注目を集
めています。
平成18年６月の設置から約１年半が経過しましたが、同会

会長は「継続することが大切。これからも子供たちを見守り
続けたい」と力強く決意を語りました。

（左：加盟店に貼られているシール）

◆ 防犯モデルマンション登録制度　申請受付中
☆事例紹介（広島県）
＜現状＞　広島県防犯連合会が中心となって、平
成11年より登録制度を開始。県内で年間約3,000戸
のマンション供給のうち、近年では約７割が防犯
モデルマンションである。
＜効果＞　登録マンションでは、一部例外を除いて
侵入犯罪は抑止されており、防犯効果があったと考
えられる。不法滞在者向けの外国語のアングラ新聞
には「広島には行くな、マンションの守りが堅くて
仕事がやりづらいから」という記事が掲載されたと
いう。 （出典：都市防犯研究センター）

県防犯協会は、今年度から「防犯モデルマン
ション登録制度」を開始しました。この制度は、
犯罪の被害に遭いにくい構
造や設備の基準を満たした
と認められるマンションを
「防犯モデルマンション」
として登録する制度です。
マンションの建設を考え

ているみなさん、検討して
みませんか？
【問合せ】県防犯協会（蕁０７４２－３４－０８１０）
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熱心に耳を傾ける参加者

ス
ポ
ー
ツ
か
ら

人
生
を
学
ぶ

大
八
木
淳
史
講
演
会

こ
ん
な
に
上
手
に

で
き
ま
し
た

市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
作
品
展園児の力作が並ぶ会場の様子

走
る
楽
し
さ

体
で
感
じ
て

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

体
験
を
通
し
て

自
然
を
実
感

市
民
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

完走めざしてスタートする小学生ランナー

２
月
８
日
〜
10
日
、
市
美
術
館
で
市
立

幼
稚
園
児
が
、
園
生
活
の
中
で
思
い
思
い

に
描
い
た
絵
や
制
作
物
、
７
園
で
共
同
制

作
し
た
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
幼
稚
園
教

育
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
こ

ど
も
作
品
展
を
開
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
日
常
生
活
や
お
話
な
ど
を

題
材
に
し
た
絵
や
、
粘
土
・
空
き
箱
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
で
作
ら
れ
た
年
長

児
の
作
品
な
ど
、
２
５
５
０
点
の
力
作
が

所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。

来
場
し
た
保
護
者
た
ち
は
、
色
彩
豊
か

で
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
感
心
し
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
11
日
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
、
606
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
都
祁
中
学
校
の
宗
岡
達

貴
さ
ん
が
元
気
に
選
手
宣
誓
。
そ
の
後
、

小
学
４
〜
６
年
生
の
部
（
2.5
km
）、
一
般
の

部
（
５
km
）、
中
学
駅
伝
の
部
（
10
km
）、

の
順
に
ス
タ
ー
ト
。
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場

を
起
点
に
、
小
・
中
学
生
が
補
助
競
技
場

周
辺
を
、
一
般
が
な
ら
や
ま
大
通
り
の
折

り
返
し
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。

な
ら
や
ま
大
通
り
の
コ
ー
ス
で
は
、
や

や
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
難
コ
ー
ス
に
息

を
切
ら
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
月
29
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
こ
の
人
に
聞
く
！
大
八
木
淳
史
講
演
会
」

を
開
き
、
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の
大
八
木
さ
ん

が
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
良
い
見
本
に

な
る
こ
と
の
大
切
さ
や
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
、
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
る
こ

と
の
重
要
性
な
ど
、
ラ
グ
ビ
ー
人
生
で
経

験
し
て
き
た
こ
と
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま

し
た
。

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
何
か
を

学
ぶ
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
と
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
、
子
育

て
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
参
加
者
に
熱

く
語
り
か
け
ま
し
た
。

しいたけの植菌にチャレンジする参加者

２
月
11
日
、
農
林
業
の
野
外
体
験
な
ど
を

通
し
て
、
月
ヶ
瀬
地
域
と
ま
ち
な
か
地
域
の

交
流
を
図
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ロ
マ
ン
ト
ピ

ア
月
ヶ
瀬
で
市
民
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
を
開

催
し
、
12
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。

し
い
た
け
の
植
菌
、
も
ち
つ
き
、
梅
の

木
の
記
念
植
樹
な
ど
を
体
験
。
ま
た
、
し

い
た
け
生
産
農
家
の
中
田
至
さ
ん
か
ら
、

し
い
た
け
栽
培
の
話
の
後
、
し
い
た
け
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
家
族
は
、
地
域
住
民
と
の
交

流
か
ら
、
森
林
の
大
切
さ
や
自
然
の
営
み

な
ど
を
学
び
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

守
ろ
う
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
　
毎
月
17
日
は
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
で
す
。
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奈
良
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w

w
w
.c
ity.n

a
ra
.n
a
ra
.jp

に
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆筆祭り（菅原天満宮）

●今月の主な行事・市の催し●

毛筆造りの始祖、蒙恬
もうてん

の遺徳を偲
しの

んで、その画像
を拝殿に掲げ書道の上達、書業の発展を願う祭典が
行われます。その後、参拝者による一字書の奉納や
筆作り・墨作りの実演、書道用具の特売が行われま
す。この日は、古い筆と新しい筆を無料で交換され、
使用済みの筆は筆塚の前に集めて供養されます。

1日（土）修二会
し ゅ に え

（～14日東大寺二月堂）

市立高等学校卒業式（学務課）

7日（金）初午厄除祈願会（西大寺）

二の午厄除法要（慈眼寺）

9日（日）人形供養（正暦寺
しょうりゃくじ

）

11日（火）人権を確かめあう日

13日（木）春日祭〈申祭
さるまつり

〉（春日大社）

14日（金）市立幼稚園修了式（学務課）

15日（土）御田植祭
お た う え さ い

〈御田植神事〉（春日大社）

市立中学校卒業式（学務課）

17日（月）子ども安全の日

18日（火）市立幼稚園終業式（学務課）

19日（水）市立小学校卒業式（学務課）

市立高等学校終業式（学務課）

20日（祝）ならマイカーひとやすみデー

若草山山開き記念鹿せんべいとばし大会

（若草山）

奈良筆祭り（菅原天満宮）

24日（月）市立小・中学校終業式（学務課）

25日（火）市立保育園卒園式（保育課）

30日（日）花会式
は な え し き

（～4/5 薬師寺）

＜奈良テレビ放送ＵＨＦ烱＞
いきいきタウン（15分番組）
毎週土曜日…午後10時10分
（再放送は日曜日…午前10時55分）
＜ならどっとＦＭ78.4ＭＨｚ＞
フロムなら（10分番組）
毎週月～金曜日…午前11時半
毎日…午後6時35分
市長の「まほろばトーク」（30分番組）
毎月第１金曜日…午後2時
（再放送は翌週の木曜日…午後7時）
防災メモ（1分番組）
毎日…午前8時半、午後零時半、

午後4時半、午後6時半

市
政
広
報
番
組

鎌
倉
時
代
に
奈
良
の
刀
鍛
冶
と
し
て

千
手
院
と
手
●

て

が

い

の
両
派
が
あ
ら
わ
れ
、

保
昌

ほ
う
し
ょ
う

（
橿
原
市
曽
我
付
近
）
・
尻
懸

し
つ
か
け

（
天
理
市
岸
田
付
近
）
・
当
麻

た

い

ま

と
と
も
に

大
和
五
流
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
鎌
倉

時
代
の
中
ご
ろ
に
出
た
初
代
手
●
包
永

か
ね
な
が

は
、
名
工
と
し
て
名
高
く
、
そ
の
代
表

作
「
児
手
柏

こ
の
て
か
し
わ

」
は
、
細
川
幽
斎

ゆ
う
さ
い

が
持
っ

て
い
て
こ
の
名
を
つ
け
、
の
ち
に
徳
川

家
康
か
ら
水
戸
の
徳
川
家
の
手
に
わ
た

っ
た
。
手
●
を
称
し
た
の
は
、
東
大
寺

転
害
門
付
近
に
住
ん
だ
か
ら
だ
と
い
わ

れ
、
代
々
包
永
の
名
を
受
け
つ
い
だ
。

包
永
町
の
名
は
そ
こ
か
ら
お
こ
っ
た
。

さ
ら
に
一
六
世
紀
の
前
半
、
金
房

か
な
ん
ぼ
う

正

実
・
政
次
が
名
工
と
し
て
知
ら
れ
た
。

政
次
は
、
刀
剣
だ
け
で
な
く
、
十
文
字

槍
の
製
作
に
も
す
ぐ
れ
、
当
時
な
ら
ぶ

も
の
の
な
い
名
人
と
い
わ
れ
た
。

（
木
村
博
一
著
『
奈
良
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
）

刀
か
た
な

鍜か

冶じ
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